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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　非直交チャネルについての送信ストラテジーの測定セットを決定することと、ここにお
いて、前記測定セットを決定することは、送信ストラテジー選択基準のセットを、利用可
能な送信ストラテジー空間に適用することを備え、前記非直交チャネルは、直交レイヤ及
び非直交レイヤの両方を含む可能な複数のレイヤのための複数のチャネルのうちの１つで
あり、前記送信ストラテジーの各々は、１つまたは複数のＵＥへのリソースの割振りのた
めの技法を含む、
　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記非直交チャネルを介した前記Ｕ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することと、
　前記ＵＥにおいて、報告すべき送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットを決定
することと、
　送信ストラテジーの前記測定セットの前記サブセットについて前記チャネル品質のイン
ジケータを備えるチャネルフィードバック報告を送ることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートの割合に基いて、最小
データレートしきい値を決定することと、
　前記最小データレートしきい値に少なくとも一部基いて、前記測定セットの前記サブセ
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ットを決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記測定セットのうちの所定数Ｍの前記送信ストラテジーと、報告選択基準とに少なく
とも一部基いて、前記測定セットの前記サブセットを決定することをさらに備える、請求
項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）、または基地局から
受信された選択モードに少なくとも一部基いて、前記報告選択基準を識別すること
　をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記報告選択基準が、ランダム選択基準または連続選択基準のうちの１つを備える、請
求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記ランダム選択基準が、最小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを
備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートを決定することと、
　前記最大データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートに設定すること
と、
　前記最小データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートの割合に設定す
ることと
　をさらに備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　非直交チャネルについての送信ストラテジーの測定セットを決定するための手段と、こ
こにおいて、前記測定セットを決定するための手段は、送信ストラテジー選択基準のセッ
トを、利用可能な送信ストラテジー空間に適用するための手段を備え、前記非直交チャネ
ルは、直交レイヤ及び非直交レイヤの両方を含む可能な複数のレイヤのための複数のチャ
ネルのうちの１つであり、前記送信ストラテジーの各々は、１つまたは複数のＵＥへのリ
ソースの割振りのための技法を含む、
　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記非直交チャネルを介した前記Ｕ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定するための手段と、
　前記ＵＥにおいて、報告すべき送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットを決定
するための手段と、
　送信ストラテジーの前記測定セットの前記サブセットについてチャネル品質のインジケ
ータを備えるチャネルフィードバック報告を送るための手段と
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートの割合に基いて、最小
データレートしきい値を決定するための手段と、
　前記最小データレートしきい値に少なくとも一部基いて、前記測定セットの前記サブセ
ットを決定するための手段と
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記測定セットのうちの所定数Ｍの前記送信ストラテジーと、報告選択基準とに少なく
とも一部基いて、前記測定セットの前記サブセットを決定するための手段
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１１】
　前記非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）、または基地局から
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受信された選択モードに少なくとも一部基いて、前記報告選択基準を識別するための手段
　をさらに備える、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記報告選択基準が、ランダム選択基準または連続選択基準のうちの１つを備える、請
求項１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ランダム選択基準が、最小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを
備える、請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートを決定するための手段
と、
　前記最大データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートに設定するため
の手段と、
　前記最小データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートの割合に設定す
るための手段と
　をさらに備える、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　少なくとも１つのコンピュータに、請求項１－７のうちのいずれかにしたがったステッ
プを行わせる命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、２０１５年９月３０日に出願され、「Channel Feedback for N
on-Orthogonal Multiple Access Systems」と題された、Ｓｕｎらによる米国特許出願第
１４／８７１，５５０号、および２０１４年１０月２８日に出願され、「Channel Feedba
ck for Non-Orthogonal Multiple Access System」と題された、Ｓｕｎらによる米国仮特
許出願第６２／０６９，５１５号の優先権を主張するもので、これらの各々は本出願の譲
受人に譲渡されている。
【技術分野】
【０００２】
　[0002]　本開示は、例えば、ワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、非直交チ
ャネルについてのチャネルフィードバックを報告することに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
、ブロードキャストなどの様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開され
ている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例としては、符号分割多元接
続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（
ＦＤＭＡ）システム、および直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器（
ＵＥ）として知られる、複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、
いくつかの基地局を含み得る。基地局は、（例えば、基地局からＵＥへの送信のために）
ダウンリンクチャネル、および（例えば、ＵＥから基地局への送信のために）アップリン
クチャネル上で、ＵＥと通信し得る。
【０００５】
　[0005]　通信システムは、信頼性または容量の増加のためにマルチアンテナ技法を利用
し得る。マルチアンテナ技法は、送信ダイバーシティおよび多入力多出力（ＭＩＭＯ）技



(4) JP 6495445 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

法を含む。Ｔ個の送信アンテナとＲ個の受信アンテナとを採用するＭＩＭＯシステムは、
シングルアンテナ技法よりもｍｉｎ｛Ｔ，Ｒ｝の容量増加を実現し得る。別の手法は、ワ
イヤレス通信システムの容量を増加させるための非直交ダウンリンク信号の送信を含む。
しかしながら、多元接続システムでは、シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）、マ
ルチユーザＭＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）、および／または非直交多元接続（ＮＯＭＡ）を
含む技法において可能な変形形態が、複数のＵＥへの送信の可能な組合せの空間を介して
チャネル状態を報告する際に問題を生じる。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]　説明する特徴は、一般に、非直交チャネルについてチャネルフィードバックを
報告するための１つまたは複数の改善されたシステム、方法、および／または装置に関す
る。チャネルフィードバックは、非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのた
めの送信ストラテジー（ＴＳ：transmission strategy）の測定セットを決定することに
よって、報告され得る。次いで、測定セットの該当ＴＳに対応するＵＥへのダウンリンク
送信のためのチャネル品質の推定値が決定され得る。次いで、チャネルフィードバック報
告が送られ得る。チャネルフィードバック報告は、ＴＳの測定セットのサブセットについ
てチャネル品質のインジケータを含み得る。チャネルフィードバック報告はまた、明示的
にまたは暗黙的に、チャネル品質の各インジケータに対応するＴＳを示し得る。
【０００７】
　[0007]　例示的な例の第１のセットでは、ＵＥにおけるワイヤレス通信のための方法に
ついて説明する。一例において、本方法は、非直交チャネルについてのチャネルフィード
バックのためのＴＳの測定セットを決定することと、測定セットの該当ＴＳに対応するＵ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することと、ＴＳの測定セットのサ
ブセットについてチャネル品質のインジケータを備えるチャネルフィードバック報告を送
ることとを含み得る。
【０００８】
　[0008]　いくつかの例において、本方法は、ダウンリンク送信のための最高シングルユ
ーザデータレートの割合に基いて、最小データレートしきい値を決定することと、最小デ
ータレートしきい値に少なくとも一部基いて、測定セットのサブセットを決定することと
を含み得る。いくつかの例において、本方法は、測定セットのうちの所定数ＭのＴＳと報
告選択基準とに対応する、測定セットのサブセットを決定することを含み得る。いくつか
の例において、本方法は、非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）
、または基地局から受信された選択モードに少なくとも一部基いて、報告選択基準を識別
することを含み得る。いくつかの例において、報告選択基準は、ランダム選択基準または
連続選択基準のうちの１つを含み得る。いくつかの例において、ランダム選択基準は、最
小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを含み得る。
【０００９】
　[0009]　いくつかの例において、本方法は、ダウンリンク送信のための最高シングルユ
ーザデータレートを決定することと、最大データレートしきい値を最高シングルユーザデ
ータレートに設定することと、最小データレートしきい値を最高シングルユーザデータレ
ートの割合に設定することとを含み得る。いくつかの例において、チャネルフィードバッ
ク報告は、予め定義された順序でのＴＳ空間の該当ＴＳのためのチャネル品質のインジケ
ータを含み得る。いくつかの例において、本方法は、チャネルフィードバック報告を送る
ことより前に、ＴＳ空間の予め定義された順序を基地局と通信することを含み得る。いく
つかの例において、チャネルフィードバック報告は、測定セットのサブセットについての
チャネル品質のインジケータの各々に関連する該当ＴＳのインジケータを含み得る。いく
つかの例において、該当ＴＳのインジケータは、ＴＳ空間に対応するビットマップのビッ
ト、またはＴＳ空間へのインデックスを含み得る。いくつかの例において、本方法は、チ
ャネルフィードバック報告を送ることより前に、ＴＳ空間を基地局と通信することを含み
得る。いくつかの例において、測定セットを決定することは、ＴＳ選択基準のセットを、
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利用可能なＴＳ空間に適用することを含み得る。
【００１０】
　[0010]　いくつかの例において、ＴＳ選択基準のセットは、電力分割選択基準、ＵＥに
送信されたデータストリームのための空間レイヤ選択基準、少なくとも１つの他のＵＥに
送信されたデータストリームのための空間レイヤ選択基準、またはそれらの組合せのうち
のいずれかを含み得る。いくつかの例において、ＴＳの各々は、プリコーディング行列、
ＵＥへのデータストリームのための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つの他のＵ
Ｅへのデータストリームのための空間レイヤの第２のセット、該当チャネル品質、電力分
割、またはそれらの組合せのうちのいずれかを達成するために干渉消去が適用されるかど
うかを含み得る。
【００１１】
　[0011]　例示的な例の第２のセットでは、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置につ
いて説明する。一例において、本装置は、非直交チャネルについてのチャネルフィードバ
ックのためのＴＳの測定セットを決定するための手段と、測定セットの該当ＴＳに対応す
る非直交チャネルを介したＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定するた
めの手段と、ＴＳの測定セットのサブセットについてチャネル品質のインジケータを備え
るチャネルフィードバック報告を送るための手段とを含み得る。いくつかの例において、
本装置は、例示的な例の第１のセットに関して上記で説明したワイヤレス通信のための方
法の１つまたは複数の態様を実施するための手段をさらに含み得る。
【００１２】
　[0012]　例示的な例の第３のセットでは、ＵＥによるワイヤレス通信のための装置につ
いて説明する。一例において、本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信している
メモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、非直交チャネルについてのチ
ャネルフィードバックのためのＴＳの測定セットを決定することと、測定セットの該当Ｔ
Ｓに対応する非直交チャネルを介したＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を
推定することと、ＴＳの測定セットのサブセットについてチャネル品質のインジケータを
備えるチャネルフィードバック報告を送ることとを行うためにプロセッサによって実行可
能であり得る。本装置のいくつかの例において、命令はまた、例示的な例の第１のセット
に関して上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実施する
ためにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１３】
　[0013]　例示的な例の第４のセットでは、ＵＥによるワイヤレス通信のためのコンピュ
ータ実行可能コードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体について説明する。一例に
おいて、コードは、非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのためのＴＳの測
定セットを決定することと、測定セットの該当ＴＳに対応する非直交チャネルを介したＵ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することと、ＴＳの測定セットのサ
ブセットについてチャネル品質のインジケータを備えるチャネルフィードバック報告を送
ることとを行うためにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。本非一時的コンピ
ュータ可読媒体のいくつかの例において、命令はまた、例示的な例の第１のセットに関し
て上記で説明したワイヤレス通信のための方法の１つまたは複数の態様を実施するために
プロセッサによって実行可能であり得る。
【００１４】
　[0014]　上記では、以下の発明を実施するための形態がより良く理解され得るように、
本開示による例の特徴および技術的利点についてやや広く概説した。以下で、追加の特徴
および利点について説明する。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を果たす
ための他の構造を変更または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような
等価な構成は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、
それらの編成と動作方法の両方は、関連する利点とともに、添付の図に関連して以下の説
明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例示および説明のみの目的で提供さ
れ、特許請求の範囲の限界を定めるものではない。
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【００１５】
　[0015]　本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照して実現され得
る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに
、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様の構成
要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参照ラベ
ルのみが本明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同
じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１Ａ】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図１Ｂ】本開示の様々な態様による、基地局がＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭＡ技法を
使用して通信し得るシステムを示す図。
【図２】本開示の様々な態様による、非直交チャネルを介した拡張スケジューリングのた
めのチャネルフィードバックを採用し得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図３】本開示の様々な態様による、ＣＱＩ報告領域の一例を示す図。
【図４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための例示的なメッセー
ジフローを示す図。
【図５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための別の例示的なメッ
セージフローを示す図。
【図６Ａ】本開示の様々な態様による、明示的アドレス指定の一例のブロック図。
【図６Ｂ】本開示の様々な態様による、圧縮された送信ストラテジーインジケータを使用
する明示的アドレス指定の一例のブロック図。
【図７】本開示の様々な態様による、暗黙的アドレス指定の一例のブロック図。
【図８Ａ】本開示の様々な態様による、混合アドレス指定のための送信ストラテジーアド
レス空間を示す表。
【図８Ｂ】本開示の様々な態様による、混合アドレス指定のためのチャネルフィードバッ
ク報告の一例のブロック図。
【図９】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおける非直交チャネルフ
ィードバックのためのデバイスのブロック図。
【図１０】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるチャネルフィー
ドバックのための非直交フィードバックプロセッサのブロック図。
【図１１】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのためのＵＥのブロック
図。
【図１２】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための基地局のブロッ
ク図。
【図１３】本開示の様々な態様による、多入力／多出力通信システムのブロック図。
【図１４】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の一例を示すフロー
チャート。
【図１５】本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法の別の例を示すフロ
ーチャート。
【詳細な説明】
【００１７】
　[0034]　一般に、非直交チャネルを介した送信の拡張スケジューリングのためのチャネ
ルフィードバックに関する技法について説明する。基地局および／またはＵＥは、通信品
質と信頼性とを改善するために、アンテナダイバーシティ方式を採用するために複数のア
ンテナを含み得る。追加または代替として、基地局および／またはＵＥは、同じまたは異
なるコード化データを搬送する複数の空間レイヤを送信するために、マルチパス環境を利
用し得る多入力多出力（ＭＩＭＯ）技法を採用し得る。ＭＩＭＯ技法は、同じまたは異な
るデータストリームが基地局１０５と単一のＵＥとの間の複数のレイヤ上で通信される、
シングルユーザＭＩＭＯ（ＳＵ－ＭＩＭＯ）技法と、複数のストリームが、空間的に区別
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可能なユーザに送信されるかまたはそれらから受信され得る、マルチユーザＭＩＭＯ（Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯ）とを含む。ＭＵ－ＭＩＭＯは、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）と呼ばれる
こともある。さらに、ＭＵ－ＭＩＭＯ空間レイヤは、整合される（例えば、同じリソース
ブロックを使用する）ことも整合されないこともある。
【００１８】
　[0035]　ＤＬ－ＭＩＭＯ送信の場合、基地局による１つまたは複数の送信のために使用
されるモードは、送信ストラテジー（ＴＳ）によって定義され得る。ＴＳは、ＵＥへのリ
ソースの割振りのための様々な技法を含み得る。例えば、異なるＵＥへの送信が、周波数
（例えば、ＦＤＭＡ）、空間レイヤ（例えば、ＳＤＭＡ）、または非直交多元接続（ＮＯ
ＭＡ）技法によって区別され得る。各ＴＳは、送信電力、レイヤ間の送信電力分割、空間
レイヤのために使用されるプリコーディング、時間リソース、周波数リソースなどを含む
様々な送信パラメータを使用して、１つまたは複数のＵＥへの１つまたは複数のデータス
トリームに関連付けられ得る。
【００１９】
　[0036]　ＮＯＭＡ技法は、同じまたは異なるＵＥに与えられる同時の、非直交のデータ
ストリームを含み、ここで、各変調レイヤは、特定の展開および／またはチャネル状態に
基いて選択され得るコンテンツを送信するために使用され得る。いくつかの例において、
ＮＯＭＡ送信のための信号は、階層および／または重畳変調を使用して変調され得、第１
のデータストリームが、信号のベースレイヤ上での送信のために変調され得、第２のデー
タストリームが、信号のエンハンスメントレイヤ（enhancement layer）上での送信のた
めに変調され得る。例えば、基地局は、１つまたは複数のＵＥへのベースレイヤ上に重畳
されるエンハンスメントレイヤを有する信号を送信し得る。追加または代替として、ベー
スレイヤ上への第１のデータストリームとエンハンスメントレイヤ上への第２のデータス
トリームとの変調は、階層的であり得、送信信号のシンボルコンスタレーションが、ベー
スレイヤとエンハンスメントレイヤとに関連するサブコンスタレーションを含む。いくつ
かの例において、ＵＥは、同様の様式で、複数の階層および／または重畳変調レイヤを基
地局に送信し得る。
【００２０】
　[0037]　階層および／または重畳変調は、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤとの
間の送信電力の分割として理解され得る。ベースレイヤがそれに向けられたＵＥにとって
、エンハンスメントレイヤは干渉として見られ得る。しかしながら、ベースレイヤの信号
対雑音比（ＳＮＲ）は、エンハンスメントレイヤからの干渉の存在下でさえ、ベースレイ
ヤからの第１のデータストリームの復調と復号との成功を可能にするレベルにあり得る。
エンハンスメントレイヤがそれに向けられたＵＥは、ベースレイヤ上で受信されたシンボ
ルおよび／またはデータを復調および／または復号し、次いで、ベースレイヤの信号を消
去するために干渉消去を行い得る。ＵＥは、次いで、干渉消去の後の残りの信号からの第
２のデータストリームを復調および復号し得る。ＮＯＭＡダウンリンク送信における複数
のレイヤが、同じリソースの一部または全部を共有する（例えば、部分的にまたは完全に
重複するリソースブロックを有する）とき、ＵＥは、ＵＥを対象とする他のレイヤ上のデ
ータストリームを識別し、復号するために、ＮＯＭＡダウンリンク送信のレイヤのうちの
１つまたは複数に対して干渉消去動作を行い得る。
【００２１】
　[0038]　追加または代替として、干渉消去は、ＳＤＭＡを採用するＴＳのために使用さ
れ得る。例えば、基地局は、第１の空間レイヤ上の第１のＵＥのための第１のデータスト
リームと、第２の空間レイヤ上の第２のＵＥのための第２のデータストリームとを含むＭ
Ｕ－ＭＩＭＯ送信を送信し得る。第１のＵＥは、送信信号を受信し、第２の空間レイヤの
干渉消去を行うために、第２の空間レイヤに関連する信号を復調または復号し得る。第１
のＵＥは、次いで、干渉消去の後の残りの信号からの第１のデータストリームを復調およ
び復号し得る。第２のＵＥは、送信信号を受信し、（干渉消去を使用することを行ってま
たは行わずに）第２のデータストリームを復号し得る。この事例において、第１のＵＥへ
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の送信の部分は、送信パラメータ（例えば、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）など
）が、第２のＵＥへの送信の部分を消去するために第１のＵＥにおいて干渉消去が行われ
ていると仮定し得るので、同じくエンハンスメントレイヤ送信と見なされる。本明細書で
使用する、「エンハンスメントレイヤ」という用語は、受信機が、所望のまたは意図され
たエラーレートを達成するために、（例えば、同じまたは異なる受信機への）送信の１つ
または複数のベースレイヤについて干渉消去を行うことになると仮定して送信される送信
の一部分を指す。「ベースレイヤ」という用語は、受信機における他のレイヤの干渉消去
なしを仮定して送信される送信または送信の一部分を指す。
【００２２】
　[0039]　基地局が、直交または非直交送信技法をサポートし得る異なるチャネル状態を
有する複数のＵＥをサービスする場合、ＵＥが様々なＴＳを使用して時間、周波数、およ
び／または空間レイヤリソースを共有することができる可能な方法は多くなる。マルチユ
ーザ環境においてフィードバックを与えるための説明する技法は、非直交チャネルを介し
た送信のための最適化されたＴＳを見つける可能性を向上させる。本明細書で使用する、
「非直交チャネル」は、直交レイヤと非直交レイヤの両方を含む可能な送信レイヤのため
のマルチアンテナ送信機とマルチアンテナ受信機との間のキャリアのチャネルを含む。例
えば、キャリアのための非直交チャネルは、ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、および／
またはＮＯＭＡ技法などの送信技法のためのチャネルを含み得る。
【００２３】
　[0040]　ＵＥからのチャネルフィードバックは、非直交チャネルのためのＴＳの測定セ
ットを決定することによって、報告され得る。次いで、測定セットの該当ＴＳに対応する
ＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質の推定値が決定され得る。次いで、チャ
ネルフィードバック報告が送られ得る。チャネルフィードバック報告は、ＴＳの測定セッ
トのサブセットについてチャネル品質のインジケータを含み得る。チャネルフィードバッ
ク報告はまた、明示的にまたは暗黙的に、チャネル品質の各インジケータに対応するＴＳ
を示し得る。本技法は、非直交チャネルを介した複数のユーザへの送信の拡張スケジュー
リングのためのフィードバックを与えるために適用され得る。
【００２４】
　[0041]　以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載された範囲、適
用可能性、または例を限定するものではない。本開示の範囲から逸脱することなく、説明
する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な例は、適宜に様々なプロシ
ージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得る。例えば、説明する方法は、説明
する順序とは異なる順序で行われ得、様々なステップが追加、省略、または組み合わせら
れ得る。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わせられ得
る。
【００２５】
　[0042]　図１Ａに、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム１００の一例
を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と、ＵＥ１１５と、コアネット
ワーク１３０とを含む。コアネットワーク１３０は、ユーザ認証と、アクセス許可と、ト
ラッキングと、インターネットプロトコル（ＩＰ）接続性と、他のアクセス、ルーティン
グ、またはモビリティ機能とを与え得る。基地局１０５は、バックホールリンク１３２（
例えば、Ｓ１など）を通してコアネットワーク１３０とインターフェースし、ＵＥ１１５
との通信のための無線構成およびスケジューリングを行い得るか、または基地局コントロ
ーラ（図示せず）の制御下で動作し得る。様々な例において、基地局１０５は、ワイヤー
ドまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４（例えば、Ｘ１など
）を介して互いと直接または間接的に（例えば、コアネットワーク１３０を通して）通信
し得る。
【００２６】
　[0043]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイ
ヤレス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、該当の地理的カバレージエリア１１
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０に通信カバレージを与え得る。いくつかの例において、基地局１０５は、基地トランシ
ーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅ
ＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
ことがある。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリア
の一部分のみを構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１
００は、異なるタイプの基地局１０５（例えば、マクロ基地局および／またはスモールセ
ル基地局）を含み得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があ
り得る。
【００２７】
　[0044]　いくつかの例において、ワイヤレス通信システム１００はＬＴＥ（登録商標）
／ＬＴＥ－Ａネットワークである。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおいて、発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局１０５を表すために使用され得、ＵＥと
いう用語は、概して、ＵＥ１１５を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１
００は、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局１０５は、マクロセ
ル、スモールセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セ
ル」という用語は、コンテキストに応じて、基地局、基地局に関連するキャリア、あるい
はキャリアまたは基地局のカバレージエリア（例えば、セクタなど）を表すために使用さ
れ得る３ＧＰＰ（登録商標）用語である。
【００２８】
　[0045]　マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（例えば、半径数キロメー
トル）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制
限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じ
または異なる（例えば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地局
である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセルとフェムトセルとマイクロセルと
を含み得る。ピコセルは、比較的小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワークプロバ
イダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フェムトセル
は、比較的小さい地理的エリア（例えば、自宅）を同じくカバーし得、フェムトセルとの
関連を有するＵＥ（例えば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）
中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得る。マク
ロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮ
Ｂは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれる
ことがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（例えば、２つ、３つ、４つなどの）セル（例
えば、コンポーネントキャリア）をサポートし得る。
【００２９】
　[0046]　ワイヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る
。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送
信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、基地局は異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的に整合されないことがある。本明細書で
説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３０】
　[0047]　様々な開示する例のうちのいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプ
レーンにおいて、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：
Packet Data Convergence Protocol）レイヤにおける通信はＩＰベースであり得る。無線
リンク制御（ＲＬＣ：Radio Link Control）レイヤが、論理チャネルを介して通信するた
めにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを行い得る。媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ：Medium Access Control）レイヤが、優先度ハンドリングと、トランスポートチャ
ネルへの論理チャネルの多重化とを行い得る。ＭＡＣレイヤはまた、リンク効率を改善す
るためにＭＡＣレイヤにおいて再送信を行うためにハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使
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用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御（ＲＲＣ：Radio Resource Control）プ
ロトコルレイヤが、ユーザプレーンデータのための無線ベアラをサポートする、ＵＥ１１
５と基地局１０５またはコアネットワーク１３０との間のＲＲＣ接続の確立と構成と保守
とを行い得る。物理（ＰＨＹ）レイヤにおいて、トランスポートチャネルは物理チャネル
にマッピングされ得る。
【００３１】
　[0048]　ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ
１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニッ
ト、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイ
ヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アク
セス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージ
ェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語を含むか
、またはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルド
デバイス、タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワ
イヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモール
セルｅＮＢ、リレー基地局などを含む様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通
信することが可能であり得る。
【００３２】
　[0049]　ワイヤレス通信システム１００に示されている通信リンク１２５は、ＵＥ１１
５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵ
Ｅ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順方向リンク送
信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
通信リンク１２５は、（例えば、対スペクトルリソースを使用する）ＦＤＤまたは（例え
ば、不対スペクトルリソースを使用する）ＴＤＤ動作を使用して、双方向通信を送信し得
る。各通信リンク１２５は、１つまたは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは
、異なる周波数範囲にわたり、周波数範囲にわたるＵＬ、ＤＬ、またはＵＬとＤＬの両方
の上で伝達される情報の変調のためのチャネル構造を定義し得る。例えば、各キャリアは
、１つまたは複数のフォーマッティングチャネル、１つまたは複数の制御チャネル、１つ
または複数のインジケータチャネル、１つまたは複数のデータチャネルなどを含み得る。
各キャリアは、チャネル番号と動作帯域内のキャリア周波数との間の関係に基いて、指定
されたチャネル番号（例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ絶対無線周波数チャネル番号（ＥＡＲＦＣＮ
：E-UTRA Absolute Radio Frequency Channel Number）など）を有し得る。
【００３３】
　[0050]　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ダウンリンク上の直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）とアップリンク上のシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）とを含
む、マルチキャリア変調（ＭＣＭ）技法を利用する。各ＭＣＭキャリアは、一般にトーン
、ビンなどとも呼ばれる、複数のサブキャリア（例えば、直交サブキャリアなど）からな
る波形信号であり得る。各サブキャリアは、情報（例えば、基準信号、制御情報、オーバ
ーヘッド情報、ユーザデータなど）で変調され得る。隣接するサブキャリア間の間隔は固
定であり得、サブキャリアの総数（Ｋ）はキャリア帯域幅に依存し得る。例えば、Ｋは、
それぞれ、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）の（ガード帯
域をもつ）対応するキャリア帯域幅に対して、１５キロヘルツ（ＫＨｚ）のサブキャリア
間隔の場合、７２、１８０、３００、６００、９００、または１２００に等しくなり得る
。キャリア帯域幅はまた、サブバンドに区分され得る。例えば、サブバンドは１．０８Ｍ
Ｈｚをカバーし得、キャリアは１つ、２つ、４つ、８つまたは１６個のサブバンドを有し
得る。
【００３４】
　[0051]　ワイヤレス通信システム１００は、複数のセルまたはキャリア上での動作、す
なわち、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）またはマルチキャリア動作と呼ばれることが
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ある特徴をサポートし得る。「コンポーネントキャリア」（ＣＣ）という用語は、ＣＡ動
作においてＵＥによって利用される複数のキャリアの各々を指すことがあり、システム帯
域幅の他の部分（例えば、他のキャリアなど）とは別個であり得る。ＣＡ動作において、
ＵＥ１１５は、より大きい動作帯域幅、および、例えば、より高いデータレートを与える
ために、複数のダウンリンクおよび／またはアップリンクＣＣをコンカレントに利用する
ように構成され得る。ＣＡ動作において使用されるＣＣは、任意の好適な帯域幅（例えば
、１．４、３、５、１０、１５、または２０メガヘルツ（ＭＨｚ）など）であり得、各個
々のＣＣは、例えば、ＬＴＥ規格のリリース８またはリリース９に基いてシングルキャリ
アと同じ能力を与え得る。従って、個々のＣＣは、レガシーＵＥ１１５（例えば、ＬＴＥ
リリース８またはリリース９を実施するＵＥ１１５）との後方互換性があるが、ＣＡのた
めに構成されたかまたはシングルキャリアモードにある他のＵＥ１１５（例えば、リリー
ス８／９後のＬＴＥバージョンを実施するＵＥ１１５）によっても利用され得る。代替的
に、ＣＣは、他のＣＣと組み合わせて使用されるように構成され得、シングルキャリアモ
ードをサポートするために使用されるいくつかのチャネル（例えば、フォーマットまたは
制御チャネルなど）を搬送しないことがある。ＣＡは、ＦＤＤコンポーネントキャリアと
ＴＤＤコンポーネントキャリアの両方とともに使用され得る。
【００３５】
　[0052]　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、基地局１０５がチャネルの特性に基いてダウンリン
ク送信を最適化することを可能にするために、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：chan
nel quality indicator）がＵＥ１１５から基地局１０５に送られ得る。ＣＱＩは、変調
およびコーディング方式（ＭＣＳ）と呼ばれることもある、データレート（例えば、コー
ディングレートなど）および変調次数（例えば、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭなど
）へのインデックスとして定義され得る。ＣＱＩまたはＭＣＳは、あるブロックエラーレ
ート（ＢＬＥＲ）においてＵＥ１１５によって受信され得る最大トランスポートブロック
サイズに変換し得る。ＵＥ１１５は、基準信号（例えば、セル固有基準信号（ＣＲＳ）、
ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ）など）に対して測定
を行うことによって、ＣＱＩを決定し得る。非直交チャネルの場合、データがＭＩＭＯま
たはＮＯＭＡフォーマットで複数のＵＥ１１５にサービスされているとき、ＣＱＩ報告の
ために仮定されたチャネル／干渉と実際のチャネル／干渉との間に不一致があり得る。
【００３６】
　[0053]　ＣＱＩを計算するとき、ＵＥ１１５は、それがランク１送信をもつリソースブ
ロック（ＲＢ）において基地局１０５によってサービスされている唯一のＵＥであると仮
定し得る。従って、ＣＱＩ計算は、ＵＥ１１５がＭＩＭＯまたはＮＯＭＡフォーマットで
サービスされるとき、２つのＵＥ１１５間の送信電力分割を考慮しないことがある。その
ようなフォーマットでは、各ＵＥ１１５への信号が他方のＵＥ１１５への干渉であり得る
。
【００３７】
　[0054]　この理由で、システムの展開された容量は、理論容量に一致しないことがある
。基地局１０５に報告されたＣＱＩは、チャネルを十分に反映しないことがあり、基地局
１０５は、レート予測誤差を補償するために、大きい外部ループバックオフを適用し得る
。バックオフは、ＣＱＩ誤差分布の幅により、ＭＣＳが保守的になりすぎることを引き起
こすことがある。
【００３８】
　[0055]　ＭＵ－ＭＩＭＯおよびＮＯＭＡ技法を採用するシステムにおいて、ＣＱＩ予測
誤差は、様々なチャネルおよび干渉シナリオを正確に考慮することよって低減され得る。
例えば、ＣＱＩは、特定のＵＥに割り当てられた送信レイヤ、ならびに他のＵＥに割り当
てられた送信レイヤを考慮し得る。ただし、多数のそのような組合せがあり得る。
【００３９】
　[0056]　基地局１０５が、２つのＵＥをグループ化し、それらを１つの特定のＴＳ（例
えば、ベースレイヤＵＥおよびエンハンスメントレイヤＵＥ）を用いてサービスするため
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に、基地局１０５は、ベースレイヤＵＥからの特定のＴＳの下でのベースレイヤＣＱＩ、
エンハンスメントレイヤＵＥからの特定のＴＳの下でのエンハンスメントレイヤＣＱＩ、
ならびに、場合によっては、エンハンスメントレイヤＵＥからのベースレイヤＣＱＩを必
要とし得る。いくつかの例において、基地局１０５は、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のために２つ
のＵＥをグループ化し得る。この例において、基地局１０５は、両方のＵＥからの特定の
ＴＳのための（例えば、相補的空間レイヤなどのための）ベースレイヤＣＱＩを必要とし
得る。基地局１０５が最適なグループ化を決定することを可能にするために、各ＵＥは、
ＴＳごとにベースレイヤＣＱＩとエンハンスメントレイヤＣＱＩとを報告することが必要
とされ得る。これは、２つのＵＥをグループ化するための数十のＣＱＩ報告、および４つ
のＵＥをグループ化するための数百のＣＱＩ報告を生じ得る。ＣＱＩ報告の数は、サブバ
ンド報告が使用される周波数選択性チャネルの場合、さらにより大きくなり得る。
【００４０】
　[0057]　ベースレイヤＣＱＩは、選択されたＴＳに依存し得る。例えば、ベースレイヤ
信号対雑音比（ＳＮＲ）は、グループ化されているあるＵＥと１つまたは複数の他のＵＥ
との間の電力分割と、ベースレイヤのために使用されている空間レイヤと、エンハンスメ
ントレイヤのために使用されている空間レイヤとに依存し得る。従って、各異なるＴＳの
ために、ＵＥは、異なるベースレイヤＣＱＩを決定し得る。
【００４１】
　[0058]　ＴＳのためのエンハンスメントレイヤＣＱＩは、所与のＴＳの下でエンハンス
メントレイヤを使用してＵＥ１１５がサービスされるという条件下にあり得、ここで、復
調は、ベースレイヤ信号が復調され、消去された後に起こる。エンハンスメントレイヤＳ
ＮＲは、電力分割と、エンハンスメントレイヤのために使用される空間レイヤとに依存し
得る。しかし、エンハンスメントレイヤＳＮＲは、ベースレイヤ信号が消去されるので、
ベースレイヤのために使用される空間レイヤとは無関係であり得る。従って、同じエンハ
ンスメントレイヤＣＱＩが、複数のＴＳのために適用され得、ここで、エンハンスメント
レイヤの空間レイヤは同じであるが、ベースレイヤのための空間レイヤは異なる。
【００４２】
　[0059]　報告されるＣＱＩの数は、ＵＥ１１５によって考慮されるＴＳの数をそれのＣ
ＱＩ計算において最初に低減することによって、低減され得る。ＵＥ１１５によって考慮
されるＴＳの数を低減することは、基地局がＭＩＭＯまたはＮＯＭＡフォーマットの下で
ＵＥの有効なグループ化を決定する確率を、増加させ得る。ＵＥ１１５によって考慮され
るＴＳの数を低減することはまた、ＵＥ１１５にとってのＣＱＩ計算の複雑さを低下させ
得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５からのＣＱＩ報告に基いて、ＵＥ１１５へのＭＩＭＯ
またはＮＯＭＡ送信のスケジューリングを行い得る。
【００４３】
　[0060]　上述のように、本開示の様々な態様は、複数のレイヤ上での送信を対象とする
。図１Ｂに、本開示の様々な態様による、基地局１０５－ａがＭＩＭＯおよび／またはＮ
ＯＭＡ技法を使用して通信し得るシステム１００－ａを示す。システム１００－ａは、例
えば、図１Ａに示されているワイヤレス通信システム１００の態様を示し得る。図１Ｂの
例において、基地局１０５－ａは、基地局１０５－ａのカバレージエリア１１０－ａ内の
いくつかのＵＥ１１５－ａ、１１５－ｂ、および１１５－ｃと通信し得る。この例では、
複数のレイヤがワイヤレス通信のために採用され得る。例えば、１つまたは複数のベース
レイヤおよび１つまたは複数のエンハンスメントレイヤが、基地局１０５－ａとＵＥ１１
５との間の１つまたは複数の空間レイヤを介して同時に送信され得る。（１つまたは複数
の）ベースレイヤは、いくつかの例によれば、カバレージエリア１１０－ａ内のＵＥ１１
５が、（１つまたは複数の）ベースレイヤ上で送信されたコンテンツを復号することが可
能であることになる比較的高い可能性を生じる、送信パラメータ（例えば、より高い送信
電力）を用いて送信され得る。（１つまたは複数の）エンハンスメントレイヤは、様々な
例によれば、（１つまたは複数の）ベースレイヤと比較して、基地局１０５－ａとＵＥ１
１５との間の比較的低い信頼性を生じる、送信パラメータ（例えば、より低い送信電力な



(13) JP 6495445 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

ど）を用いて送信され得る。従って、（１つまたは複数の）エンハンスメントレイヤ上で
の送信は、信頼できる受信および復号を有するために、比較的良好なチャネル状態を有す
るＵＥ１１５に与えられ得る。
【００４４】
　[0061]　上述のように、エンハンスメントレイヤは、ベースレイヤと比較して受信の成
功のより低い可能性を有し得、受信の成功の可能性は基地局１０５－ａとＵＥ１１５との
間のチャネル状態に大きく依存する。図１Ｂに示されているようないくつかの展開におい
て、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、領域１５５中の基地局１０５－ａの比較的近く
に位置し得るが、ＵＥ１１５－ｃは、基地局１０５－ａのカバレージエリア１１０－ａの
セルエッジのより近くに位置し得る。領域１５５中に位置するＵＥ１１５－ａおよび１１
５－ｂが階層および／または重畳変調につながるチャネル状態を有すると決定された場合
、基地局１０５－ａは、そのような通信が採用され得ることをＵＥ１１５－ａおよび１１
５－ｂにシグナリングし得る。そのような場合、通信リンク１２５－ａは、ベースレイヤ
とエンハンスメントレイヤとの両方を含み得、ＵＥ１１５－ａおよび１１５－ｂは、レイ
ヤのうちの１つまたは複数上での通信をサポートし得る。エンハンスメントレイヤが意図
されるＵＥ１１５は、エンハンスメントレイヤを復号する前に、ベースレイヤの干渉消去
を行い得る。
【００４５】
　[0062]　追加または代替として、カバレージエリア１１０－ａのセルエッジのより近く
に位置し、領域１５５の外部にある、ＵＥ１１５－ｃは、通信リンク１２５－ｂ中でベー
スレイヤのみを使用して通信するようにシグナリングされ得る。通信リンク１２５－ｂは
依然としてベースレイヤとエンハンスメントレイヤとの両方を用いて送信され得るが、Ｕ
Ｅ１１５－ｃは、エンハンスメントレイヤ上で変調されたコンテンツの受信および復号に
成功する可能性が比較的低いので、エンハンスメントレイヤを復号しようと試みないこと
がある。この場合、別のＵＥ（図示せず）が、通信リンク１２５－ｂを受信し得、それが
エンハンスメントレイヤを受信できるようにベースレイヤを消去し得る。他の例において
、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数は、エンハンスメントレイヤ送信を受信し、復号す
る能力を有しないことがあり、その場合、ベースレイヤが、確立された技法に従って単に
受信され、復号される。
【００４６】
　[0063]　図２に、本開示の様々な態様による、非直交チャネルを介した拡張スケジュー
リングのためのチャネルフィードバックを採用し得る例示的なワイヤレス通信システム２
００を示す。システム２００では、ＵＥ１１５－ｄ、１１５－ｅ、１１５－ｆ、および１
１５－ｇが、基地局１０５－ｂに接続され得る。基地局１０５－ｂは、いくつかの方法で
ＵＥ１１５のための送信リソースを構成し得る。例えば、基地局１０５－ｂは、ＵＥグル
ープ２３０－ａによって示されているように、ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＮＯＭＡ送信のため
にＵＥ１１５－ｄとＵＥ１１５－ｅとをペアリングまたはグループ化し得る。代替的に、
基地局１０５－ｂは、ＵＥグループ２３０－ｂによって示されているように、ＭＵ－ＭＩ
ＭＯまたはＮＯＭＡ送信のためにＵＥ１１５－ｄとＵＥ１１５－ｆとをグループ化し得る
。基地局１０５－ｂは、ＵＥ１１５－ｄ、１１５－ｅ、１１５－ｆ、および１１５－ｇか
らのチャネルフィードバック報告に少なくとも一部基いて、グループ化を決定し得る。例
えば、ＵＥ１１５－ｄは、ＴＳの特定のレイヤのためのＣＱＩを基地局１０５－ｂに報告
し得る。ＵＥ１１５－ｅが、ＵＥ１１５－ｄのために報告されたＣＱＩと相補関係にある
レイヤおよびＴＳのためのＣＱＩを基地局１０５－ｂに報告した場合、基地局１０５－ｂ
は、ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＮＯＭＡダウンリンク送信のためにＵＥ１１５－ｄとＵＥ１１
５－ｅとをグループ化し得る。
【００４７】
　[0064]　ＭＵ－ＭＩＭＯダウンリンク送信は、一定数のアンテナまたはアンテナポート
（例えば、２ＴＸ、４ＴＸなど）を使用し得る。２ＴＸにおいて、ＴＳは、２つのプリコ
ーディング行列、
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【００４８】
【数１】

【００４９】
および
【００５０】

【数２】

【００５１】
のうちの１つを使用し得る。ＮＯＭＡ技法が適用され得、空間レイヤが共有され、各プリ
コーディング行列のために２つの空間レイヤの９つの組合せを生じる。９つの組合せは、
ＵＥが異なる空間レイヤを使用すること、各ＵＥが空間レイヤ０のみを使用すること、各
ＵＥが空間レイヤ１のみを使用すること、あるいは一方または両方のＵＥが両方の空間レ
イヤを使用することを含む。ＴＳはまた、異なるベースレイヤおよびエンハンスメントレ
イヤ電力分割を使用し、より多くの潜在的組合せを生じ得る。様々な電力分割条件と、異
なる空間レイヤとの下でのベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤのための全ての組
合せのためのフィードバックを報告することは、負担になる測定および報告オーバーヘッ
ドを生じ得る。
【００５２】
　[0065]　各ＵＥ１１５は、ＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭＡ送信のために基地局
１０５によってグループ化される高い確率を達成するために、ＴＳの測定セットを考慮し
得る。測定セットは、ＴＳ選択基準のセットに基いて選択され得る。例えば、電力分割比
の予め定義されたまたは構成可能なセットが使用され得、これは、空間レイヤ使用に依存
し得る。グループ化されたＵＥ間の電力分割は、共有空間レイヤがないとき、５０％－５
０％であり得る。他の場合、グループ化されたＵＥ間の電力分割は、１つまたは複数の所
定値（例えば、８０％－２０％、７０％－３０％など）によって与えられ得る。各ＵＥは
、空間レイヤ使用のための７つの組合せ、（０－０）、（１－１）、（０－１）、（１－
０）、（０－０１）、（１－０１）、および（０１－０１）を考慮し得、ここで、それぞ
れ、第１の数字は、所与のＴＳの下でのベースレイヤ送信のために使用される空間レイヤ
を示し、第２の数字は、所与のＴＳにおけるエンハンスメントレイヤ送信のための（１つ
または複数の）空間レイヤを示す。例えば、空間レイヤ使用（０－０１）をもつＴＳは、
レイヤ０がベースレイヤ送信のために使用され、レイヤ０および１がエンハンスメントレ
イヤ送信（例えば、１つまたは複数の他のレイヤの干渉消去を仮定する送信）のために使
用されることを示す。測定セットは、以下で説明するように、空間レイヤ組合せの各々の
ためにベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤＣＱＩを含み得る。いくつかの例にお
いて、空間レイヤ組合せ（０－０）および（１－１）に対応するＴＳは、測定セットから
省略され得る。
【００５３】
　[0066]　従って、２ＴＸにおいて、測定セットは、（７個の空間レイヤ組合せを各々が
もつ、２つのプリコーディング行列を使用するＴＳに対応する）１４個のベースレイヤＣ
ＱＩを含み得る。空間レイヤ組合せ（０－０）、（１－１）、（０－０１）、（１－０１
）、（０１－０１）のためのベースレイヤＣＱＩは、８０％の電力を仮定して計算され得
、空間レイヤ組合せ（０－１）および（１－０）のためのベースレイヤＣＱＩは、５０％
の電力を仮定して計算され得る。ＵＥは、（例えば、ベースレイヤの干渉消去を仮定して
）ベースレイヤの空間レイヤ使用を考慮することなしに、エンハンスメントレイヤＣＱＩ
を計算し得る。従って、測定セットはまた、２０％の電力を仮定して計算された３つの空
間レイヤ組合せ（例えば、空間レイヤ０、空間レイヤ１、および両方の空間レイヤ上の（
１つまたは複数の）エンハンスメントレイヤ）と、５０％の電力を仮定する各空間レイヤ
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のためのエンハンスメントレイヤＣＱＩとを各々がもつ、２つのプリコーディング行列を
使用するＴＳに対応する１０個のエンハンスメントレイヤＣＱＩを含み得る。すなわち、
空間レイヤ組合せ（０－１）および（１－０）のためのＣＱＩは、干渉消去なしを仮定し
て与えられ（例えば、ベースレイヤＣＱＩ）、および干渉消去を仮定して与えられ得る（
例えば、エンハンスメントレイヤＣＱＩ）。他の例において、空間レイヤ組合せ（０－１
）および（１－０）のためのエンハンスメントレイヤＣＱＩはドロップされ、報告される
６つのエンハンスメントレイヤＣＱＩを生じ得る。共有空間レイヤのための単一の所定電
力分割比に関して説明したが、測定セットは、より多くのスケジューリングフレキシビリ
ティを与えるために、追加の比を用いて拡張され得ることを理解されたい。
【００５４】
　[0067]　４ＴＸにおいて、ＴＳは、４×４プリコーディング行列を使用し得る。マルチ
パス伝搬状態に基いて、ベースレイヤＵＥおよびエンハンスメントレイヤＵＥは、それぞ
れ、空間レイヤのセットを決定し得る。いくつかの例では、１６個の４×４プリコーディ
ング行列が定義され得る。しかしながら、空間レイヤ、ベースレイヤ、および／またはエ
ンハンスメントレイヤ割当てのために選択するためのより少ない数の４×４プリコーディ
ング行列を生じるために、４ＴＸ　ＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭＡのための予め
定義されたプリコーディング行列のサブセットの使用が拡張され得る。サブセットは、低
ランク送信のためにまたは互いに無関係に使用される行列であり得る。サブセットを選択
することが、効果的に５つの４×４プリコーディング行列を生じ得る。各プリコーディン
グ行列のために、エンハンスメントレイヤおよびベースレイヤのための空間レイヤの２２
５個の組合せがあり得る。２２５個の組合せは、ベースレイヤとエンハンスメントレイヤ
とのクロス積であり、各々が４つの空間レイヤの任意のサブセットを使用する。ベースレ
イヤとエンハンスメントレイヤとの間の各電力分割のために、ＴＳの１つのセットがあり
得る。共有空間レイヤのための単一の所定電力分割比に関して説明したが、測定セットは
、より多くのスケジューリングフレキシビリティを与えるために、追加の比を用いて拡張
され得ることを理解されたい。
【００５５】
　[0068]　各ＵＥ１１５は、ＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭＡのために基地局１０
５によってグループ化される高い確率を達成するために、ＴＳの測定セットを選択するた
めのＴＳ選択基準を適用し得る。４ＴＸを使用するＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭ
Ａのいくつかの例において、測定セットは、（５０個の空間レイヤ組合せを各々がもつ、
５つのプリコーディング行列を使用するＴＳに対応する）２５０個のベースレイヤＣＱＩ
を含み得る。測定セットはまた、（１４個の空間レイヤ組合せを各々がもつ、５つのプリ
コーディング行列を使用するＴＳに対応する）７０個のエンハンスメントレイヤＣＱＩを
含み得る。
【００５６】
　[0069]　４ＴＸを使用するＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮＯＭＡのいくつかの例にお
いて、ＵＥ１１５は、ベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤが非重複空間レイヤセ
ットを使用する、ＴＳの測定セットを決定し得る。この条件は、ＴＳの測定セットを各プ
リコーディング行列について５０個まで低減し得る。これらのＴＳのための２つのＵＥ間
の電力分割は、５０％－５０％であり得る。
【００５７】
　[0070]　基地局１０５－ｂに送られるＣＱＩ報告の総量は、報告すべきＴＳの測定セッ
トのサブセットを決定することによって低減され得る。しかしながら、サブセットのサイ
ズを低減することは（例えば、１つのＣＱＩのサブセット）、有効なグループ化が基地局
１０５－ｂによって見つけられる確率を低減し得る。基地局１０５－ｂが有効なグループ
化を見つけるために、基地局１０５－ｂは、それらをグループ化するために、同じＴＳの
下で、１つのＵＥからのベースレイヤＣＱＩと別のＵＥからのエンハンスメントレイヤＣ
ＱＩとを取得し得る。報告されたＣＱＩのサブセットがより小さい場合、基地局１０５－
ｂは、有効なグループ化を見つけるために、より多数のＵＥからＣＱＩを取得し得る。
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【００５８】
　[0071]　各ＣＱＩ報告は、ＣＱＩ自体のための４ビットを含み得る。各ＣＱＩ報告はま
た、ＣＱＩに対応するＴＳの指示を含み得る。ＴＳの指示は、ＴＳ空間のアドレス指定と
見なされ得る。指示は、明示的アドレス指定、暗黙的アドレス指定、または暗黙的アドレ
ス指定と明示的アドレス指定の混合であり得る。
【００５９】
　[0072]　暗黙的アドレス指定は、基地局１０５－ｂとＵＥの両方が、報告されたＣＱＩ
関連するＴＳのサブセットに気づいているときに生じる。例えば、基地局１０５－ｂまた
はＵＥのいずれかが、報告されることになる所定数ＭのＣＱＩを決定し、ＣＱＩ報告が送
られる前に他方の当事者に通知し得る。例えば、基地局１０５－ｂおよびＵＥは、ＣＱＩ
を報告するためのＴＳの予め定義された順序に関して同意し得、次いで、ＵＥは、予め定
義された順序でＭ個のＣＱＩを報告し得る。
【００６０】
　[0073]　明示的アドレス指定は、ＣＱＩ自体とともに、ＵＥが、ＣＱＩに対応するＴＳ
のＣＱＩ報告中に指示をも含めたときに生じる。例えば、ＵＥは、ＣＱＩがＴＳに対応す
ることを示し得、ここで、ＵＥは、等電力分割の下で、ベースレイヤとして空間レイヤ０
を用いてサービスされ、空間レイヤ１に干渉される。明示的、暗黙的、および混合アドレ
ス指定に関するさらなる詳細が以下で与えられる。
【００６１】
　[0074]　いくつかの例では、報告選択基準が、報告すべきＴＳの測定セットのサブセッ
トを決定する際に適用され得る。いくつかの例において、報告選択基準は連続選択基準で
あり得る。連続選択基準は、データレートしきい値および／またはＣＱＩをそれのために
報告する所定数のＴＳを含み得る。例えば、ＴＳの測定セットのための最高Ｍ個のデータ
レートが報告され得る。最高Ｍ個のデータレートは、データレートによってＴＳの測定セ
ットのＣＱＩを分類すること（ベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤ）によって決
定され得、次いで、最高Ｍ個のデータレートをもつＣＱＩが報告され得る。Ｍの値は、（
例えば、被サービスＵＥの数などに基いて）経験的に決定されるか、あるいは、ＵＥまた
は基地局のいずれかによって扱われ得るチャネルフィードバックの量によって決定される
。
【００６２】
　[0075]　追加または代替として、ＵＥは、報告すべきＴＳの測定セットのサブセットを
決定する際に、データレートしきい値を適用し得る。図３は、本開示の様々な態様による
、ＣＱＩ報告領域３０５の一例を示す図３００である。図３００では、ＵＥ０が、可能な
シングルユーザデータレート３１０を決定し得、ＵＥ１が、可能なシングルユーザデータ
レート３１５を決定し得る。概念的に、時分割多重化（ＴＤＭ）ライン３２０は、ＵＥ０
シングルユーザデータレート３１０と、ＵＥ１シングルユーザデータレート３１５とを結
合し得る。すなわち、ＴＤＭラインを下回るデータレートを生じるＵＥ０とＵＥ１とをグ
ループ化するＴＳについて、同じかまたはより良い結果が、ＴＳを適用することによって
ではなく、（直交技法を使用する）ＴＤＭ方式によって得られ得る。しかしながら、ＵＥ
が、報告するためのＣＱＩを決定しているとき、各ＵＥは、それがどの他のＵＥとグルー
プ化され得るのかに気づいていないことがある。従って、各ＵＥは、報告すべきＴＳの測
定セットのサブセットを決定するための基準として最小データレートしきい値を使用し得
、最小データレートしきい値は各ＵＥ自体のシングルユーザレートに基づき得る。いくつ
かの例において、最小データレートしきい値は、シングルユーザレートの１／２であり得
る。従って、ＵＥ０は、シングルユーザデータレート３１０の１／２であり得る最小デー
タレートしきい値３３０を適用することによって、ＣＱＩをそれのために報告すべき測定
セットのＴＳを決定し得る。同様に、ＵＥ１は、シングルユーザデータレート３１５の１
／２であり得る最小データレートしきい値３３５を適用することによって、ＣＱＩをそれ
のために報告すべき測定セットのＴＳを決定し得る。ＵＥ０のための報告されたＴＳとＵ
Ｅ１のための報告されたＴＳとが、相補的である場合、ＵＥ０のための報告されたＣＱＩ
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とＵＥ１のための報告されたＣＱＩとは、報告領域３０５中にあることになる。報告領域
３０５がＴＤＭライン３２０を上回るので、ＴＳを適用することは、ＴＤＭを適用するこ
とよりも、ＵＥ０とＵＥ１とのためのより良いアグリゲートデータレートを生じることに
なる。追加のＵＥは、各組合せが、該当ＵＥのためのＴＤＭライン３２０を個別に上回る
と決定されたとき、特定のＴＳのためにグループ化され得る。例えば、ＴＳが、ＵＥ０の
ために空間レイヤ０を使用し、ＵＥ１とＵＥ２とのために空間レイヤ１を使用して（例え
ば、ＮＯＭＡ技法を使用して）、ＵＥ０とＵＥ１とＵＥ２とをグループ化し得る。この組
合せは、空間レイヤ分割のためのＵＥ０とＵＥ１またはＵＥ２の組合せが、ＴＤＭライン
３２０を上回り、ＮＯＭＡを使用するＵＥ１とＵＥ２との組合せも、空間レイヤ１につい
てＴＤＭライン３２０を上回る場合に、有益であり得る。
【００６３】
　[0076]　追加または代替として、報告選択基準はランダム選択基準であり得る。例えば
、ＵＥは、測定セットのＭ個のＴＳをランダムに選択することによって、ＣＱＩをそれの
ために報告すべき測定セットのＴＳを決定し得る。いくつかの例において、ランダム選択
基準は、最小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを含み得る。最小およ
び最大データレートしきい値は、ＵＥのためのユーザレート（例えば、各ＵＥのための最
高シングルユーザレート、長期信号対雑音比（ＳＮＲ）など）に基づき得る。いくつかの
例において、最大データレートしきい値は、各ＵＥのための最高シングルユーザレートで
あり得、最小データレートしきい値は、ＵＥのための最高シングルユーザレートの割合（
例えば、４０％、５０％など）に基づき得る。
【００６４】
　[0077]　各ＵＥは、ＵＥのフィルタ処理された（例えば、長期）ＳＮＲに基いて、報告
選択基準を識別し得る。例えば、比較的高い長期ＳＮＲを有するＵＥは、ランダム選択基
準を使用し得、比較的低い長期ＳＮＲを有するＵＥは、連続選択基準を使用し得る。比較
的高い長期ＳＮＲを有するＵＥのためにランダム選択基準を使用することは、ＣＱＩがそ
れのために報告されるＴＳの範囲を増加させ、これは、ＭＵ－ＭＩＭＯおよび／またはＮ
ＯＭＡ　ＴＳに従う送信のために、そのＵＥを比較的低い長期ＳＮＲを有する別のＵＥと
グループ化する確率を増加させ得る。代替的に、各ＵＥは、連続選択基準が使用されるべ
きであるのかランダム選択基準が使用されるべきであるのかを示す基地局からの選択モー
ドを受信し得る。基地局は、基地局によってサービスされているＵＥの一部または全部の
ＳＮＲに基いて、選択モードを決定し得る。
【００６５】
　[0078]　図４に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための例示的
なメッセージフロー４００を示す。図４は、ＵＥ１１５－ｄと他のＵＥ１１５とのための
非直交チャネルについてのチャネルフィードバックを示しており、他のＵＥ１１５は、例
えば、図２のシステム２００に示されているＵＥ１１５－ｅ、１１５－ｆ、および１１５
－ｇを含み得る。
【００６６】
　[0079]　基地局１０５－ｂは基準信号４０５を送信し得、基準信号４０５は、ＣＲＳ、
ＣＳＩ－ＲＳ、および／またはＵＥ－ＲＳを含み得、異なるアンテナポートから送信され
た同じタイプの複数の基準信号を含み得る。ＵＥ１１５－ｄは、基準信号４０５に少なく
とも一部基いて、４１５において、ＴＳの測定セットを決定し、測定セットのＴＳの各々
についてチャネル品質を推定し得る。ＵＥ１１５－ｄは、次いで、基地局１０５－ｂに報
告するために、４２０において、ＴＳのサブセットと、対応するチャネル品質推定値とを
決定し得る。サブセットは、図２または図３を参照しながら上記で説明したように、測定
セットのチャネル品質推定値のデータレートと、報告選択基準とに基いて決定され得る。
いくつかの例において、基地局１０５－ｂとＵＥ１１５とは、ＴＳ空間４１０を通信し得
、ＴＳ空間４１０は、利用可能なＴＳのサブセットであり得、例えば、測定セットに対応
し得る。
【００６７】
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　[0080]　ＵＥ１１５－ｄは、次いで、チャネルフィードバック報告４３０－ａを基地局
１０５－ｂに送り得る。チャネルフィードバック報告４３０－ａは、報告されたＴＳのサ
ブセットの報告ＣＱＩ値に対応するＴＳを示すために、明示的アドレス指定を使用し得る
。明示的アドレス指定において、チャネルフィードバック報告４３０－ａは、チャネルフ
ィードバック報告４３０－ａ中で報告されている各ＣＱＩに対応するＴＳ（例えば、ＴＳ
のサブセット）のインジケータをも含み得る。従って、ＵＥ１１５－ｄは、どのＴＳと、
対応するＣＱＩとを報告すべきかを選択する自由を有し得る。
【００６８】
　[0081]　図６Ａに、本開示の様々な態様による、明示的アドレス指定の一例のブロック
図６００－ａを示す。ブロック図６００－ａに、例えば、図４のチャネルフィードバック
報告４３０－ａの態様を示し得る、チャネルフィードバック報告６３０－ａを示す。明示
的アドレス指定を用いて、チャネルフィードバック報告６３０－ａは、いくつかの（例え
ば、Ｍ個の）ＴＳインジケータフィールド６１５と、対応するＣＱＩフィールド６１０と
を含み得る。例えば、ＴＳインジケータフィールド６１５－ａ－１、６１５－ａ－２、．
．．、６１５－ａ－ｍは、それぞれ、ＣＱＩフィールド６１０－ａ－１、６１０－ａ－２
、．．．、６１０－ａ－ｍに対応するＴＳの明示的指示を与え得る。
【００６９】
　[0082]　２ＴＸにおいて、各ＴＳインジケータフィールド６１５は、２つのプリコーデ
ィング行列を示すための１ビットと、空間レイヤ組合せおよびベースレイヤまたはエンハ
ンスメントレイヤ（ベースレイヤのための７つの組合せおよびエンハンスメントレイヤの
ための５つの組合せ）を示すための４ビットとを含み得る。従って、各報告されたＣＱＩ
フィールド６１０のために、チャネルフィードバック報告６３０－ａは、各対応するＴＳ
インジケータフィールド６１５のための５ビットを含み得る。
【００７０】
　[0083]　４ＴＸにおいて、各ＴＳインジケータフィールド６１５は、４つのプリコーデ
ィング行列を示すための２ビット（または最高８つのプリコーディング行列のための３ビ
ット）と、空間レイヤ組合せおよびベースレイヤまたはエンハンスメントレイヤ（ベース
レイヤのための５０個の組合せおよびエンハンスメントレイヤのための１４個の組合せ）
を示すための６ビットとを含み得る。従って、チャネルフィードバック報告６３０－ａは
、ＴＳインジケータフィールド６１５のための８ビットを含み得る。
【００７１】
　[0084]　ブロック図６００－ａに、各ＣＱＩフィールド６１０のための１つのＴＳイン
ジケータフィールド６１５を示す。サブセットが複数のＴＳを含むとき、複数のＴＳのた
めのインジケータは圧縮され得る。図６Ｂに、本開示の様々な態様による、圧縮されたＴ
Ｓインジケータフィールドを使用する明示的アドレス指定の一例のブロック図６００－ｂ
を示す。ブロック図６００－ｂに、例えば、図４のチャネルフィードバック報告４３０－
ａの態様を示し得る、チャネルフィードバック報告６３０－ｂを示す。ブロック図６００
－ｂにおいて、チャネルフィードバック報告６３０－ｂは、ＣＱＩフィールド６１０－ｂ
－１、６１０－ｂ－２、．．．、６１０－ｂ－ｍ中で報告されたＴＳの圧縮された指示を
与え得る、ＴＳインジケータフィールド６１５－ｂを含む。
【００７２】
　[0085]　上記で説明したように、２ＴＸのためのＴＳ空間は、共有空間レイヤのための
単一の電力分割比に基いて、２４個の利用可能なＴＳを含み得る。Ｍ＝２である場合、Ｕ
Ｅは、９ビットで示され得る、報告されるべきＴＳ空間のＴＳのサブセットのための
【００７３】
【数３】

【００７４】
個の選択肢を有し得る。Ｍ＝３である場合、ＵＥは、１１ビットで示され得る、ＴＳのサ
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ブセットのための
【００７５】
【数４】

【００７６】
個の選択肢を有し得る。Ｍが極めて大きい場合、各ＴＳに対応するＣＱＩが報告されるか
どうかを示すために、長さ２４のビットマスク（１ビットがＴＳ空間中の各ＴＳに対応す
る）が使用され得る。
【００７７】
　[0086]　４ＴＸでは、Ｍ＝２である場合、ＵＥは、１５ビットで示され得る、ＴＳのサ
ブセットのための
【００７８】
【数５】

【００７９】
個の選択肢を有し得る。Ｍ＝３である場合、ＵＥは、２２ビットで示され得る、ＴＳのサ
ブセットのための
【００８０】
【数６】

【００８１】
個の選択肢を有し得る。Ｍが極めて大きい場合、各ＴＳに対応するＣＱＩが報告されるか
どうかを示すために、長さ２６５のビットマスク（１ビットがＴＳ空間中の各ＴＳに対応
する）が使用され得る。
【００８２】
　[0087]　再び図４を参照すると、チャネルフィードバック報告４３０－ａは、報告され
たＴＳのサブセットの暗黙的アドレス指定を使用し得る。暗黙的アドレス指定は、基地局
１０５－ｂとＵＥ１１５－ｄの両方が、報告されるべきＴＳのサブセットとＣＱＩ値の順
序とに関して同意するときに生じ得る。例えば、基地局１０５－ｂとＵＥ１１５－ｄとは
、ＴＳ空間４１０を交換し得る。チャネルフィードバック報告４３０－ａは、ＴＳ空間４
１０のためのチャネル品質のインジケータ（例えば、ＣＱＩ）を含み得る。
【００８３】
　[0088]　図７に、本開示の様々な態様による、暗黙的アドレス指定の一例のブロック図
７００を示す。７００を示すブロック図は、例えば、図４のＴＳ空間４１０の態様を示し
得る、ＴＳ空間７１０を示す。
【００８４】
　[0089]　ＴＳ空間７１０中のＴＳフィールド６１５の順序は、チャネルフィードバック
報告７３０中のＣＱＩフィールド６１０に対応するＴＳの暗黙的指示を与え得る。例えば
、チャネルフィードバック報告７３０は、ＴＳ空間７１０のＴＳフィールド６１５－ｃ－
１、６１５－ｃ－２、．．．、６１５－ｃ－ｍにそれぞれ対応し得る、ＣＱＩフィールド
６１０－ｃ－１、６１０－ｃ－２、．．．、６１０－ｃ－ｍを含み得る。暗黙的アドレス
指定は、対応するＴＳインジケータフィールドがチャネルフィードバック報告７３０中で
必要とされないので、効率的なＣＱＩ報告を可能し得る。代わりに、基地局１０５は、Ｃ
ＱＩフィールドが報告される順序に基いて、チャネルフィードバック報告７３０中の各Ｃ
ＱＩフィールドに対応するＴＳを決定し得る。ＴＳ空間７１０は、チャネルフィードバッ
ク報告７３０よりも低い頻度で送られ得る。
【００８５】
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　[0090]　図４に戻ると、基地局１０５－ｂがＴＳ空間４１０を決定するとき、基地局１
０５－ｂは、何らかの他の形態のチャネルフィードバックを必要とし得る。ＵＥ１１５－
ｄがＴＳ空間４１０を決定するとき、基地局１０５－ｂは、ＴＳ空間４１０を決定するた
めの１つまたは複数の選択基準を与え得る。ＴＳ空間４１０は、チャネルフィードバック
報告４３０－ａよりも遅いレートで更新され得る。例えば、基地局１０５－ｂまたはＵＥ
１１５は、チャネルを監視し、ＴＳ空間４１０を半静的に更新し得る。例えば、ＴＳ空間
４１０は、上位レイヤシグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング、ＭＡＣ制御シグナリ
ングなど）を通して更新され得る。
【００８６】
　[0091]　基地局１０５－ｂによってサービスされる他のＵＥ１１５も、ＴＳ空間４１０
を交換し、チャネルフィードバック報告４３０－ｂを与え得る。基地局１０５－ｂは、チ
ャネルフィードバック報告４３０に基いて性能を最適化するためにスケジューリング４３
５を行い得る。スケジューリング４３５は、ＵＥ１１５への非直交チャネルを介した送信
のためのＵＥ１１５の有効なグループ化を決定するために、チャネルフィードバック報告
４３０を使用することを含み得る。例えば、基地局１０５－ｂは、図２に示されているよ
うに、ＭＵ－ＭＩＭＯのためのＵＥグループ２３０－ａを含むグループ化、またはＭＵ－
ＭＩＭＯのためのＵＥグループ２３０－ｂを含むグループ化を決定し得る。基地局１０５
－ｂは、次いで、受信されたチャネルフィードバック報告４３０中のＣＱＩに基いて、基
地局１０５－ｂによってサービスされるＵＥ１１５へのＤＬ送信４４０を送信し得る。Ｄ
Ｌ送信４４０は、シングルユーザ送信（例えば、ＦＤＭＡ、ＳＵ－ＭＩＭＯなど）および
／またはマルチユーザ送信（例えば、ＮＯＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯなど）を含み得る。
【００８７】
　[0092]　説明しやすいように、図４に、複数のＵＥ１１５について同時に生じるＴＳ空
間４１０とチャネルフィードバック報告４３０とを示す。しかしながら、ＴＳ空間４１０
とチャネルフィードバック報告４３０とは、異なる時間に異なるＵＥと交換され得ること
を理解されたい。さらに、図４に、チャネルフィードバック報告４３０－ａおよび４３０
－ｂに基づく送信４４０の一例を示す。しかしながら、基地局１０５－ｂは、追加のチャ
ネルフィードバック報告４３０に基いて、非直交チャネルを介した（例えば、後続のフレ
ームまたはサブフレームなどのための）送信を継続的にスケジュールし得ることを理解さ
れたい。
【００８８】
　[0093]　図５に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための別の例
示的なメッセージフロー５００を示す。図５は、ＵＥ１１５－ｄと他のＵＥ１１５とのた
めの非直交チャネルについてのチャネルフィードバックを示しており、他のＵＥ１１５は
、例えば、図２のシステム２００に示されているＵＥ１１５－ｅ、１１５－ｆ、および１
１５－ｇを含み得る。
【００８９】
　[0094]　基地局１０５－ｂは基準信号５０５を送信し得、基準信号５０５は、ＣＲＳ、
ＣＳＩ－ＲＳ、および／またはＵＥ－ＲＳを含み得、異なるアンテナポートから送信され
た同じタイプの複数の基準信号を含み得る。例えば、基地局１０５－ｂとＵＥ１１５－ｄ
とは、ＴＳアドレス空間５１０を交換し得る。ＴＳアドレス空間５１０は、ＣＱＩ報告の
ために使用するためのＴＳと関連するインデックスとのリストを含み得る。
【００９０】
　[0095]　図８Ａに、本開示の様々な態様による、ＴＳアドレス空間８１０を示す表８０
０－ａを示す。ＴＳアドレス空間８１０は、例えば、図５のＴＳアドレス空間５１０に対
応し得る。ＴＳアドレス空間８１０は、ＴＳ８３０にそれぞれ関連付けられ得るＴＳイン
デックス８２５を含み得る。各ＴＳ８３０は、ＴＳに関連するＴＳパラメータのセットを
含み得る。ＴＳパラメータは、例えば、プリコーディング行列、ＵＥへのデータストリー
ムのための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つの他のＵＥへのデータストリーム
のための空間レイヤの第２のセット、該当チャネル品質を達成するために干渉消去が適用
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されるかどうか、電力分割比などを含み得る。
【００９１】
　[0096]　図５に戻ると、ＵＥ１１５－ｄは、基準信号５０５に少なくとも一部基いて、
５１５において、ＴＳの測定セットを決定し、測定セットのＴＳの各々についてチャネル
品質を推定し得る。いくつかの例において、ＴＳの測定セットは、受信されたＴＳアドレ
ス空間５１０に少なくとも一部基づき得る（例えば、ＴＳの測定セットは、ＴＳアドレス
空間５１０中のＴＳの全部またはサブセットを含み得る、など）。
【００９２】
　[0097]　ＵＥ１１５－ｄは、次いで、５２５において、基地局１０５－ｂに報告すべき
ＴＳのサブセットと、対応するチャネル品質推定値とを決定し得る。サブセットは、図２
または図３を参照しながら上記で説明したように、測定セットのチャネル品質推定値のデ
ータレートと、報告選択基準とに基いて決定され得る。
【００９３】
　[0098]　ＵＥ１１５－ｄは、次いで、チャネルフィードバック報告５３０－ａを基地局
１０５－ｂに送り得る。チャネルフィードバック報告５３０－ａは、ＴＳのサブセットに
対応するＣＱＩフィールドを含み得る。図８Ｂに、本開示の様々な態様による、混合アド
レス指定のためのチャネルフィードバック報告８３０の一例のブロック図８００－ｂを示
す。チャネルフィードバック報告８３０は、例えば、図５のチャネルフィードバック報告
５３０－ａであり得る。チャネルフィードバック報告８３０は、ＴＳのサブセット中の各
ＴＳのためのＴＳアドレス空間８１０中のアドレスに対応するインデックスを含み得る。
例えば、ＵＥ１１５は、１６個のＴＳを含む表８００－ａに示されているようなＴＳアド
レス空間８１０で構成され得、８つのＣＱＩ値を報告するように構成され得る（例えば、
Ｍ＝８）。チャネルフィードバック報告８３０は、各報告されたＣＱＩフィールド６１０
のためのアドレスインデックスフィールド８１５を含むことによって、ＴＳアドレス空間
８１０の報告されるＴＳを示し得る。例えば、ＴＳアドレスインデックスフィールド８１
５－１、８１５－２、．．．、８１５－ｍは、ＣＱＩフィールド６１０－ｄ－１、６１０
－ｄ－２、６１０－ｄ－ｍに対応し得る。代替的に、チャネルフィードバック報告８３０
は、図６Ｂを参照しながら上記で説明したように圧縮またはビットマスクを使用し得る。
例えば、どのＭ個のＣＱＩがチャネルフィードバック報告８３０に含まれるかを示すため
に長さ１６のビットマスクを使用すること。Ｍが比較的大きい場合、ビットマスクは、各
報告されたＣＱＩ値のためのアドレスインデックスを含むことよりも効率的であり得る。
例えば、ビットマスクを使用すると、チャネルフィードバック報告８３０は、各ＣＱＩに
対応するＴＳを示すために合計１６＋（８×４）＝４８ビットを使用し得る。比較して、
４ＴＸの場合にＭ＝８のための各ＣＱＩのために明示的アドレス指定を使用することは、
同じＴＳを示すために合計（８×８）＋（８×４）＝９６ビットを使用し得る。
【００９４】
　[0099]　基地局１０５－ｂによってサービスされる他のＵＥ１１５も、チャネルフィー
ドバック報告５３０－ｂを与え得る。基地局１０５－ｂは、チャネルフィードバック報告
５３０に基いて性能を最適化するためにスケジューリング５３５を行い得る。スケジュー
リング５３５は、ＵＥ１１５への非直交チャネルを介した送信のためのＵＥの有効なグル
ープ化を決定するために、チャネルフィードバック報告５３０を使用することを含み得る
。例えば、基地局１０５－ｂは、図２に示されているように、ＭＵ－ＭＩＭＯのためのＵ
Ｅグループ２３０－ａを含むグループ化、またはＭＵ－ＭＩＭＯのためのＵＥグループ２
３０－ｂを含むグループ化を決定し得る。基地局１０５－ｂは、次いで、受信されたチャ
ネルフィードバック報告５３０中のＣＱＩに基いて、基地局１０５－ｂによってサービス
されるＵＥ１１５へのＤＬ送信５４０を送信し得る。ＤＬ送信５４０は、シングルユーザ
送信（例えば、ＦＤＭＡ、ＳＵ－ＭＩＭＯなど）および／またはマルチユーザ送信（例え
ば、ＮＯＭＡ、ＭＵ－ＭＩＭＯなど）を含み得る。
【００９５】
　[0100]　説明しやすいように、図５に、複数のＵＥについて同時に生じるＴＳアドレス
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空間５１０とチャネルフィードバック報告５３０との交換を示す。しかしながら、ＴＳア
ドレス空間５１０とチャネルフィードバック報告５３０とは、異なる時間に異なるＵＥと
交換され得ることを理解されたい。さらに、図５に、チャネルフィードバック報告５３０
に基づく送信５４０の一例を示す。しかしながら、基地局１０５－ｂは、追加のチャネル
フィードバック報告５３０に基いて、（例えば、後続のフレームまたはサブフレームなど
のための）送信を継続的にスケジュールし得ることを理解されたい。
【００９６】
　[0101]　図９に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおける非直交
チャネルフィードバックのためのデバイス９０５のブロック図９００を示す。デバイス９
０５は、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図４、または図５を参照しながら説明したＵＥ１１５の
１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス９０５は、受信機９１０と、送信機９
２０と、非直交フィードバックプロセッサ９３０とを含み得る。デバイス９０５はまた、
プロセッサ（図示せず）であるか、またはプロセッサを含み得る。これらの構成要素の各
々は互いと通信していることがある。
【００９７】
　[0102]　受信機９１０は、パケット、ユーザデータ、ならびに／あるいは、様々な信号
（例えば、基準信号など）および／または情報チャネル（例えば、制御チャネル、データ
チャネルなど）に関連する制御情報など、情報を受信するように動作可能な少なくとも１
つの無線周波数（ＲＦ）受信機を含み得る。受信機９１０は、複数のアンテナを有し、基
準信号（例えば、ＣＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＵＥ－ＲＳなど）などの信号およびＴＳ情報を
受信し、復調し、復号するように構成され得る。受信機９１０は、復号された信号９１５
を非直交フィードバックプロセッサ９３０に渡し得る。
【００９８】
　[0103]　非直交フィードバックプロセッサ９３０は、ＴＳの測定セットを決定し、測定
セットの該当ＴＳに対応するデバイス９０５へのダウンリンク送信のためのチャネル品質
を推定し得る。非直交フィードバックプロセッサ９３０は、次いで、ＴＳの測定セットの
サブセットについてチャネル品質のインジケータを含むチャネルフィードバック報告を生
成し得る。
【００９９】
　[0104]　送信機９２０は、上記で説明したように、デバイス９０５の他の構成要素から
受信された１つまたは複数の信号９２５を送信するように動作可能な少なくとも１つのＲ
Ｆ送信機を含み得る。いくつかの例において、送信機９２０は、トランシーバにおいて受
信機９１０とコロケートされ得る。
【０１００】
　[0105]　図１０に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムにおけるチャ
ネルフィードバックのための非直交フィードバックプロセッサ９３０－ａのブロック図１
０００を示す。非直交フィードバックプロセッサ９３０－ａは、例えば、図９の非直交フ
ィードバックプロセッサ９３０の態様を示し得る。
【０１０１】
　[0106]　非直交フィードバックプロセッサ９３０－ａは、ＴＳ測定セット識別器１０４
０と、チャネル品質推定器１０５０と、チャネルフィードバックレポータ１０７０とを含
み得る。ＴＳ測定セット識別器１０４０は、非直交チャネルのための測定およびチャネル
推定を行うためのＴＳの測定セット１０２５を決定し得る。ＴＳ測定セット識別器１０４
０は、測定セット１０２５を決定するために、ＴＳ選択基準１０４５のセットを利用可能
なＴＳ空間に適用し得る。ＴＳ選択基準１０４５のセットは、電力分割選択基準、デバイ
スに送信されたデータストリームのための空間レイヤ選択基準、少なくとも１つの他のデ
バイスに送信されたデータストリームのための空間レイヤ選択基準、またはそれらの組合
せのうちのいずれかを含み得る。ＴＳの各々は、プリコーディング行列、デバイスへのデ
ータストリームのための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つの他のデバイスへの
データストリームのための空間レイヤの第２のセット、該当チャネル品質を達成するため
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に干渉消去が適用されるかどうか、電力分割、またはそれらの組合せのうちのいずれかを
含み得る。
【０１０２】
　[0107]　チャネル品質推定器１０５０は、（例えば、受信機９１０などを介した）基準
信号情報１０５５に基いて、ＴＳの測定セット１０２５のためのチャネル推定を行い得る
。チャネル品質推定器１０５０は、測定セットのためのＣＱＩ情報１０３５をチャネルフ
ィードバックレポータ１０７０に与え得る。チャネルフィードバックレポータ１０７０は
、測定セット１０２５のＴＳのサブセットについてのチャネル品質フィードバックを報告
し得る。チャネルフィードバックレポータ１０７０は、上記で説明したように、連続選択
基準またはランダム選択基準を含み得る報告選択基準１０６０に基いて、測定セットのサ
ブセットを決定し得る。
【０１０３】
　[0108]　いくつかの例において、ＴＳ測定セット識別器１０４０は、ＴＳ空間情報１０
２０を基地局と（例えば、半静的に）交換し得る。ＴＳ空間情報１０２０は、例えば、図
７を参照しながら上記で説明した報告されたＣＱＩの暗黙的アドレス指定のための報告順
序、または、図８Ａおよび図８Ｂを参照しながら上記で説明した混合アドレス指定のため
のＴＳアドレス空間を含み得る。
【０１０４】
　[0109]　チャネルフィードバックレポータ１０７０は、上記で説明したように、明示的
アドレス指定、暗黙的アドレス指定、または混合アドレス指定を使用して、測定セットの
サブセットについてのＣＱＩを報告し得る。例えば、チャネルフィードバックレポータ１
０７０は、図６、図７、または図８を参照しながら説明したチャネルフィードバック報告
６３０、７３０、または８３０に従ってフォーマットされ得る、チャネルフィードバック
報告１０３０を（例えば、送信機９２０などを介して）送り得る。
【０１０５】
　[0110]　図１１に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのためのＵＥ
１１５－ｈのブロック図１１００を示す。ＵＥ１１５－ｈは、図１Ａ、図１Ｂ、図２、図
４または図５のＵＥ１１５の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｈはまた、図９および図１０
のデバイス９０５の１つまたは複数の態様の一例であり得る。
【０１０６】
　[0111]　ＵＥ１１５－ｈは、概して、通信を送信するための構成要素と通信を受信する
ための構成要素とを含む、双方向音声およびデータ通信のための構成要素を含み得る。Ｕ
Ｅ１１５－ｈは、（１つまたは複数の）アンテナ１１４０と、（１つまたは複数の）トラ
ンシーバ１１３５と、（１つまたは複数の）プロセッサ１１０５と、（ソフトウェア（Ｓ
Ｗ）１１２０を含む）メモリ１１１５とを含み得、それらはそれぞれ、（例えば、１つま
たは複数のバス１１４５を介して）直接的または間接的に互いに通信し得る。（１つまた
は複数の）トランシーバ１１３５は、上記で説明したように、（１つまたは複数の）アン
テナ１１４０、および／あるいは１つまたは複数のワイヤードまたはワイヤレスリンクを
介して、１つまたは複数のネットワークと双方向に通信するように構成され得る。例えば
、（１つまたは複数の）トランシーバ１１３５は、基地局１０５および／または他のＵＥ
１１５と双方向に通信するように構成され得る。（１つまたは複数の）トランシーバ１１
３５は、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）ア
ンテナ１１４０に与え、（１つまたは複数の）アンテナ１１４０から受信されたパケット
を復調するように構成されたモデムを含み得る。ＵＥ１１５－ｈは、複数のワイヤレス送
信（例えば、ＭＩＭＯ送信など）を同時に送信することおよび／または受信することが可
能な複数のアンテナ１１４０を有し得る。（１つまたは複数の）トランシーバ１１３５は
、複数のコンポーネントキャリアを介して１つまたは複数の基地局１０５と同時に通信す
ることが可能であり得る。
【０１０７】
　[0112]　ＵＥ１１５－ｈは、ＴＳを決定することと、ＴＳに対応するＣＱＩを決定する
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ことと、ＣＱＩおよび／またはＴＳを基地局に報告することとに関係する、図９および図
１０を参照しながら上記で説明した特徴および／または機能の一部または全部を行うおよ
び／または制御するように構成され得る、非直交フィードバックプロセッサ９３０－ｂを
含み得る。いくつかの例において、非直交フィードバックプロセッサ９３０－ｂは、ソフ
トウェア／ファームウェアコード１１２０の一部であり得、プロセッサ１１０５に、本明
細書で説明する様々な機能（例えば、ＴＳのサブセットを決定すること、暗黙的アドレス
指定、明示的アドレス指定、または混合アドレス指定を使用してＴＳのサブセットおよび
／または対応するＣＱＩを報告することなど）を行わせるように構成された命令を含み得
る。非直交フィードバックプロセッサ９３０－ｂは、図９および図１０を参照しながら説
明した非直交フィードバックプロセッサ９３０の一例であり得る。
【０１０８】
　[0113]　メモリ１１１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１１１５は、実行されたとき、（１つまたは複数の）プ
ロセッサ１１０５に本明細書で説明する様々な機能を行わせるように構成された命令を含
んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード
１１２０を記憶し得る。代替的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェ
ア／ファームウェアコード１１２０は、（１つまたは複数の）プロセッサ１１０５によっ
て直接的に実行可能でないことがあるが、（例えば、コンパイルされ実行されたとき）コ
ンピュータに本明細書で説明する機能を行わせるように構成され得る。（１つまたは複数
の）プロセッサ１１０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、中央処理
ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）などを
含み得る。
【０１０９】
　[0114]　図１２に、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システムのための基地
局１０５－ｃ（例えば、ｅＮＢの一部または全部を形成する基地局）のブロック図１２０
０を示す。いくつかの例において、基地局１０５は、図１～図７を参照しながら説明した
基地局１０５のうちの１つまたは複数の態様の一例であり得る。基地局１０５－ｃは、図
１～図７を参照しながら説明した基地局および／または装置の特徴および機能のうちの少
なくともいくつかを実施するかまたは可能にするように構成され得る。
【０１１０】
　[0115]　基地局１０５－ｃは、基地局プロセッサ１２１０と、（ソフトウェア／ファー
ムウェアコード１２２５を含む）基地局メモリ１２２０と、１つまたは複数の基地局トラ
ンシーバ１２５０と、１つまたは複数の基地局アンテナ１２５５とを含み得る。基地局１
０５－ｃはまた、基地局通信マネージャ１２３０および／またはネットワーク通信マネー
ジャ１２４０のうちの１つまたは複数を含み得る。これらの構成要素の各々は、１つまた
は複数のバス１２３５を介して、直接的または間接的に、互いと通信していることがある
。
【０１１１】
　[0116]　基地局１０５－ｃは、チャネルフィードバックプロセッサ１２６０と、非直交
チャネルスケジューラ１２６５と、基地局ＴＳマネージャ１２７０とを含み得る。チャネ
ルフィードバックプロセッサ１２６０は、図１～図７を参照しながら上記で説明したよう
に、受信されたＣＱＩと、対応するＴＳとに基いて、非直交チャネルを介した送信のため
にＵＥをグループ化し得る。非直交チャネルスケジューラ１２６５は、図１～図７を参照
しながら上記で説明したように、送信をスケジュールし得る。基地局ＴＳマネージャ１２
７０は、図１～図７を参照しながら上記で説明したように、ＴＳ空間アドレスおよび予め
定義された順序を決定し得る。いくつかの例において、チャネルフィードバックプロセッ
サ１２６０、非直交スケジューラ１２６５、および基地局ＴＳマネージャ１２７０は、ソ
フトウェア／ファームウェアコード１２２５の一部であり得、基地局プロセッサ１２１０
に本明細書で説明する様々な機能を行わせるように構成された命令を含み得る。
【０１１２】
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　[0117]　基地局メモリ１２２０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および／または
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）を含み得る。基地局メモリ１２２０は、実行されたとき、基
地局プロセッサ１２１０に本明細書で説明する様々な機能を行わせるように構成された命
令を含んでいるコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェア
コード１２２５を記憶し得る。代替的に、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフ
トウェア／ファームウェアコード１２２５は、基地局プロセッサ１２１０によって直接的
に実行可能でないことがあるが、（例えば、コンパイルされ、実行されたとき）本明細書
で説明する機能のうちのいくつかを基地局１０５－ｃに行わせるように構成され得る。
【０１１３】
　[0118]　基地局プロセッサ１２１０は、インテリジェントハードウェアデバイス、例え
ば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。基
地局プロセッサ１２１０は、（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０、基地局
通信マネージャ１２３０、および／またはネットワーク通信マネージャ１２４０を通して
受信された情報を処理し得る。基地局プロセッサ１２１０はまた、（１つまたは複数の）
アンテナ１２５５を通した送信のために（１つまたは複数の）トランシーバ１２５０に送
られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局１０５－ｄおよび１０５－ｅへの送信のた
めに基地局通信マネージャ１２３０に送られるべき情報、ならびに／または図１を参照し
ながら説明したコアネットワーク１３０の１つまたは複数の態様の一例であり得る、コア
ネットワーク１２４５への送信のためにネットワーク通信マネージャ１２４０に送られる
べき情報を処理し得る。
【０１１４】
　[0119]　（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、パケットを変調し、変
調されたパケットを送信のために（１つまたは複数の）基地局アンテナ１２５５に与え、
（１つまたは複数の）基地局アンテナ１２５５から受信されたパケットを復調するように
構成されたモデムを含み得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、い
くつかの例において、１つまたは複数の基地局送信機および１つまたは複数の別個の基地
局受信機として実施され得る。（１つまたは複数の）基地局トランシーバ１２５０は、図
１～図７を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つまたは複数など、１つまたは複
数のＵＥまたは装置と、（１つまたは複数の）アンテナ１２５５を介して双方向に通信す
るように構成され得る。基地局１０５－ｃは、例えば、複数の基地局アンテナ１２５５（
例えば、アンテナアレイ）を含み得る。基地局１０５－ｃは、ネットワーク通信マネージ
ャ１２４０を通してコアネットワーク１２４５と通信し得る。基地局１０５－ｃはまた、
基地局通信マネージャ１２３０を使用して、基地局１０５－ｄおよび１０５－ｅなど、他
の基地局と通信し得る。
【０１１５】
　[0120]　図１３は、基地局１０５－ｆとＵＥ１１５－ｉとを含むＭＩＭＯ通信システム
１３００のブロック図である。ＭＩＭＯ通信システム１３００は、図１Ａ、図１Ｂ、また
は図２に示されているワイヤレス通信システム１００または２００の態様を示し得る。基
地局１０５－ｆはアンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘを装備し得、ＵＥ１１５－ｉはア
ンテナ１３５２－ａ～１３５２－ｎを装備し得る。ＭＩＭＯ通信システム１３００におい
て、基地局１０５－ｆは、同時に複数の通信リンクを介してデータを送ることが可能であ
り得る。各通信リンクは、ＳＵ－ＭＩＭＯ、ＭＵ－ＭＩＭＯ、および／またはＮＯＭＡを
含むマルチアンテナ技法に従って処理され得る。ＳＵ－ＭＩＭＯの場合、通信リンクの「
ランク」は、通信のために使用される空間レイヤの数を示し得る。例えば、基地局１０５
－ｆが２つの空間レイヤを送信する２×２ＭＩＭＯ通信システムにおいて、基地局－ｆ１
０５とＵＥ１１５－ｉとの間の通信リンクのランクは２である。
【０１１６】
　[0121]　基地局１０５－ｆにおいて、送信プロセッサ１３２０がデータソースからデー
タを受信し得る。送信プロセッサ１３２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ１３２
０はまた、制御シンボルおよび／または基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）ＭＩＭ



(26) JP 6495445 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

Ｏプロセッサ１３３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／ま
たは基準シンボルに対して空間処理（例えば、プリコーディング）を行い得、出力シンボ
ルストリームを送信変調器１３３２－ａ～１３３２－ｘに与え得る。各変調器１３３２は
、出力サンプルストリームを取得するために、（例えば、ＯＦＤＭなどのために）該当の
出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器１３３２はさらに、ＤＬ信号を取得する
ために、出力サンプルストリームを処理（例えば、アナログへの変換、増幅、フィルタ処
理、およびアップコンバート）し得る。一例において、変調器１３３２－ａ～１３３２－
ｘからのＤＬ信号は、それぞれアンテナ１３３４－ａ～１３３４－ｘを介して送信され得
る。
【０１１７】
　[0122]　ＵＥ１１５－ｉにおいて、ＵＥアンテナ１３５２－ａ～１３５２－ｎは、基地
局１０５－ｄからＤＬ信号を受信し得、受信信号をそれぞれ復調器１３５４－ａ～１３５
４－ｎに与え得る。各復調器１３５４は、入力サンプルを取得するために、該当の受信信
号を調整（例えば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る
。各復調器１３５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（例えば、ＯＦＤＭなど
のために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器１３５６は、全ての復調器１３５
４－ａ～１３５４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対し
てＭＩＭＯ検出を行い、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ１３５８が、検
出されたシンボルを処理（例えば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１
５－ｉのための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された制御情報をプロセッサ
１３８０、またはメモリ１３８２に与え得る。
【０１１８】
　[0123]　プロセッサ１３８０は、非直交フィードバックプロセッサ１３８５のうちの１
つまたは複数をインスタンス化するための記憶された命令を場合によっては実行し得る。
非直交フィードバックプロセッサ１３８５は、ＴＳの測定セットを決定することと、測定
セットのためのチャネル品質を推定することと、測定セットのＴＳのサブセットについて
のチャネル品質を報告することとに関係する、図９および図１０の非直交フィードバック
プロセッサ９３０の機能を行い得る。例えば、非直交チャネルフィードバックプロセッサ
１３８５は、図９または図１０の非直交チャネルフィードバックプロセッサ９３０の構成
要素または態様を含み得る。
【０１１９】
　[0124]　アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ｉにおいて、送信プロセッサ１３６
４が、データソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ１３６４はまた、
基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ１３６４からのシンボルは
、適用可能な場合は送信ＭＩＭＯプロセッサ１３６６によってプリコーディングされ、さ
らに（例えば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）復調器１３５４－ａ～１３５４－ｎによっ
て処理され、基地局１０５－ｆから受信された送信パラメータに従って基地局１０５－ｆ
に送信され得る。基地局１０５－ｆにおいて、ＵＥ１１５－ｉからのＵＬ信号は、アンテ
ナ１３３４によって受信され、復調器１３３２によって処理され、適用可能な場合はＭＩ
ＭＯ検出器１３３６によって検出され、さらに受信プロセッサ１３３８によって処理され
得る。受信プロセッサ１３３８は、復号されたデータをデータ出力とプロセッサ１３４０
および／またはメモリ１３４２とに与え得る。プロセッサ１３４０は、暗黙的フィードバ
ックのためのＴＳ空間を決定することと、混合アドレス指定フィードバックのためのＴＳ
アドレス空間を決定することと、複数のＵＥからＣＱＩフィードバックを受信することと
、送信のためのＴＳにおいてＵＥをグループ化することと、ＭＩＭＯ送信のためにＵＥを
スケジュールすることとに関係する上記で説明した機能を行うように構成され得る非直交
チャネルスケジューラ１３４５をインスタンス化するための記憶された命令を場合によっ
ては実行し得る。非直交チャネルスケジューラ１３４５は、図１２を参照しながら説明し
たチャネルフィードバックプロセッサ１２６０、非直交チャネルスケジューラ１２６５、
および／または基地局送信ストラテジーマネージャ１２７０の機能を含み得る。
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【０１２０】
　[0125]　ＵＥ１１５－ｉの構成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェ
アで行うように適応された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実
施され得る。言及された構成要素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム１３００の動作に関係
する１つまたは複数の機能を行うための手段であり得る。同様に、基地局１０５－ｆの構
成要素は、適用可能な機能の一部または全部をハードウェアで行うように適応された１つ
または複数のＡＳＩＣを用いて、個々にまたはまとめて実施され得る。言及された構成要
素の各々は、ＭＩＭＯ通信システム１３００の動作に関係する１つまたは複数の機能を行
うための手段であり得る。
【０１２１】
　[0126]　図１４は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１４００
の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１４００について、図１Ａ、図
１Ｂ、図２、図４、図５、および図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つ
または複数の態様、ならびに／あるいは図９および図１０を参照しながら説明したデバイ
ス９０５または非直交フィードバックプロセッサ９３０の態様に関して以下で説明する。
いくつかの例において、ＵＥは、以下で説明する機能を行うようにＵＥの機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を行い得
る。
【０１２２】
　[0127]　ブロック１４０５において、方法１４００は、非直交チャネルについてのチャ
ネルフィードバックのためのＴＳの測定セットを決定することを含み得る。測定セットは
、ＴＳ選択基準のセットを、利用可能なＴＳ空間に適用することによって決定され得る。
ＴＳ選択基準のセットは、電力分割選択基準、ＵＥに送信されたデータストリームのため
の空間レイヤ選択基準、少なくとも１つの他のＵＥに送信されたデータストリームのため
の空間レイヤ選択基準、またはそれらの組合せのうちのいずれかを含み得る。ブロック１
４０５における（１つまたは複数の）動作は、図１０を参照しながら説明したＴＳ測定セ
ット識別器１０４０を使用して行われ得る。
【０１２３】
　[0128]　ブロック１４１０において、方法１４００は、測定セットの該当ＴＳに対応す
るＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することを含み得る。ＴＳの各
々は、プリコーディング行列、ＵＥへのデータストリームのための空間レイヤの第１のセ
ット、少なくとも１つの他のＵＥへのデータストリームのための空間レイヤの第２のセッ
ト、該当チャネル品質を達成するために干渉消去が適用されるかどうか、電力分割、また
はそれらの組合せのうちのいずれかを含み得る。ブロック１４１０における（１つまたは
複数の）動作は、図１０を参照しながら説明したチャネル品質推定器１０５０を使用して
行われ得る。
【０１２４】
　[0129]　ブロック１４１５において、方法１４００は、ＴＳの測定セットのサブセット
についてチャネル品質のインジケータを備えるチャネルフィードバック報告を送ることを
含み得る。いくつかの例において、測定セットのサブセットは、上記で説明したように、
連続選択基準またはランダム選択基準を含み得る、報告選択基準に基いて決定され得る。
【０１２５】
　[0130]　チャネルフィードバック報告は、上記で説明したように、明示的アドレス指定
、暗黙的アドレス指定、または混合アドレス指定を使用する、測定セットのサブセットに
ついてのＣＱＩを含み得る。例えば、チャネルフィードバック報告は、図６、図７、また
は図８を参照しながら説明したチャネルフィードバック報告６３０、７３０、または８３
０に従ってフォーマットされ得る。暗黙的アドレス指定の場合、ＴＳ空間のための予め定
義された順序が、チャネルフィードバック報告を送ることより前に基地局と通信され得る
。混合アドレス指定技法の場合、ＴＳアドレス空間が、チャネルフィードバック報告を送
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ることより前に基地局と通信され得る。ブロック１４１５における（１つまたは複数の）
動作は、図１０を参照しながら説明したチャネルフィードバックレポータ１０７０を使用
して行われ得る。
【０１２６】
　[0131]　従って、方法１４００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１４００は一実施
形態にすぎないこと、および方法１１００の動作は、他の実施形態が可能であるように、
並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１２７】
　[0132]　図１５は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信のための方法１５００
の一例を示すフローチャートである。明快のために、方法１５００について、図１Ａ、図
１Ｂ、図２、図４、図５、および図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの１つ
または複数の態様、ならびに／あるいは図９および図１０を参照しながら説明したデバイ
ス９０５または非直交フィードバックプロセッサ９３０の態様に関して以下で説明する。
いくつかの例において、ＵＥは、以下で説明する機能を行うようにＵＥの機能要素を制御
するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ
は、専用ハードウェアを使用して、以下で説明する機能のうちの１つまたは複数を行い得
る。
【０１２８】
　[0133]　ブロック１５０５において、方法１５００は、非直交チャネルについてのチャ
ネルフィードバックのためのＴＳの測定セットを決定することを含み得る。ブロック１５
０５における（１つまたは複数の）動作は、図１０を参照しながら説明したＴＳ測定セッ
ト識別器１０４０を使用して行われ得る。
【０１２９】
　[0134]　ブロック１５１０において、方法１５００は、測定セットの該当ＴＳに対応す
るＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することを含み得る。ブロック
１５１０における（１つまたは複数の）動作は、図１０を参照しながら説明したチャネル
品質推定器１０５０を使用して行われ得る。
【０１３０】
　[0135]　ブロック１５１５において、方法１５００は、報告選択基準に従って測定セッ
トのうちの所定数ＭのＴＳに対応する測定セットのサブセットを決定するを含み得る。上
記で説明したように、報告選択基準は、連続選択基準またはランダム選択基準を含み得、
ＵＥの長期ＳＮＲ、または基地局から受信された選択モードに基いて決定され得る。ブロ
ック１５１５における（１つまたは複数の）動作は、図１０を参照しながら説明したチャ
ネルフィードバックレポータ１０７０を使用して行われ得る。
【０１３１】
　[0136]　ブロック１５２０において、方法１５００は、ＴＳの測定セットのサブセット
についてチャネル品質のインジケータを備えるチャネルフィードバック報告を送ることを
含み得る。ブロック１５２０における（１つまたは複数の）動作は、図１０を参照しなが
ら説明したチャネルフィードバックレポータ１０７０を使用して行われ得る。
【０１３２】
　[0137]　従って、方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００は一実施
形態にすぎないこと、および方法１５００の動作は、他の実施形態が可能であるように、
並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得ることに留意されたい。
【０１３３】
　[0138]　いくつかの例では、図１４または図１５を参照しながら説明した方法１４００
または１５００のうちの１つまたは複数の態様が組み合わせられ得る。
【０１３４】
　[0139]　本明細書で説明した技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用さ
れ得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用され



(29) JP 6495445 B2 2019.4.3

10

20

30

40

50

る。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲ
Ａ）などの無線技術を実施し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、
およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、一般に、
ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一
般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate 
Packet Data）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標）
）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバル
システム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無
線技術を実施し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（ＷｉＦｉ
（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．
２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を実施し得る。ＵＴＲＡおよび
Ｅ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ：Un
iversal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰロングタームエボ
リューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、
ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3r
d Generation Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２
：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体か
らの文書に記載されている。本明細書で説明した技法は、無認可および／または共有帯域
幅を介したセルラー（例えば、ＬＴＥ）通信を含む、上述のシステムおよび無線技術、な
らびに他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、上記の説明では、例
としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ
用語が使用されるが、本技法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０１３５】
　[0140]　添付の図面に関して上記に記載された詳細な説明は、例について説明しており
、実施され得るまたは特許請求の範囲内に入る例のみを表すものではない。「例」および
「例示的」という語は、この説明で使用されるとき、「例、事例、または例示の働きをす
ること」を意味し、「好ましい」または「他の例よりも有利な」を意味しない。詳細な説
明は、説明する技法の理解を与えるための具体的な詳細を含む。ただし、これらの技法は
、これらの具体的な詳細なしに実施され得る。いくつかの事例では、説明した例の概念を
不明瞭にすることを回避するために、よく知られている構造および装置がブロック図の形
式で示されている。
【０１３６】
　[0141]　情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。例えば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、光
場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１３７】
　[0142]　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的なブロックおよび構成要素は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を行うように設計されたそれらの任意の組合せを
用いて実施または行われ得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替
として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ
、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、例
えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコア
と連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成とし
ても実施され得る。
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【０１３８】
　[0143]　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実施され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実施される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実施形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および趣旨内に入る。例えば、ソフトウェアの性質により、上記で説明した機能は、
プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらのうち
のいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実施され得る。機能を実
施する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実施されるように
分散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて
、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／ま
たは」という語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、ま
たは列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。例
えば、組成が構成要素Ａ、Ｂ、および／またはＣを含んでいるものとして表される場合、
その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合
せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含めて
、本明細書で使用される場合、項目の列挙（例えば、「のうちの少なくとも１つ」あるい
は「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「または」
は、例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたは
ＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意
味するような選言的列挙を示す。
【０１３９】
　[0144]　コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。
記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標）、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレー
ジ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデ
ータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、
汎用もしくは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスさ
れ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読
媒体と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、ま
たは赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。
本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタ
ル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）および
Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通
常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生す
る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４０】
　[0145]　本開示についての以上の説明は、当業者が本開示を作成または使用できるよう
に与えられたものである。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明
細書で定義した一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され
得る。従って、本開示は、本明細書で説明した例および設計に限定されるべきでなく、本
明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである
。
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　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ユーザ機器（ＵＥ）におけるワイヤレス通信のための方法であって、
　非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのための送信ストラテジーの測定セ
ットを決定することと、
　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記非直交チャネルを介した前記Ｕ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することと、
　送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットについて前記チャネル品質のインジケ
ータを備えるチャネルフィードバック報告を送ることと備える、方法。
［Ｃ２］
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートの割合に基いて、最小
データレートしきい値を決定することと、
　前記最小データレートしきい値に少なくとも一部基いて、前記測定セットの前記サブセ
ットを決定することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記測定セットのうちの所定数Ｍの前記送信ストラテジーと、報告選択基準とに少なく
とも一部基いて、前記測定セットの前記サブセットを決定することをさらに備える、Ｃ１
に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）、または基地局から
受信された選択モードに少なくとも一部基いて、前記報告選択基準を識別することをさら
に備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記報告選択基準が、ランダム選択基準または連続選択基準のうちの１つを備える、Ｃ
３に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ランダム選択基準が、最小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを
備える、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートを決定することと、
　前記最大データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートに設定すること
と、
　前記最小データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートの割合に設定す
ることと
　をさらに備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記チャネルフィードバック報告が、予め定義された順序での送信ストラテジー空間の
該当送信ストラテジーのための前記チャネル品質の前記インジケータを備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ９］
　前記チャネルフィードバック報告を送ることより前に、前記送信ストラテジー空間の前
記予め定義された順序を基地局と通信することをさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記チャネルフィードバック報告が、前記測定セットの前記サブセットについて前記チ
ャネル品質の前記インジケータの各々に関連する該当送信ストラテジーのインジケータを
備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記該当送信ストラテジーの前記インジケータが、送信ストラテジー空間に対応するビ
ットマップのビット、または前記送信ストラテジー空間へのインデックスを備える、Ｃ１
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０に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記チャネルフィードバック報告を送ることより前に、前記送信ストラテジー空間を基
地局と通信することをさらに備える、Ｃ１１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記測定セットを前記決定することが、
　送信ストラテジー選択基準のセットを、利用可能な送信ストラテジー空間に適用するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　送信ストラテジー選択基準の前記セットが、電力分割選択基準、前記ＵＥに送信された
データストリームのための空間レイヤ選択基準、少なくとも１つの他のＵＥに送信された
データストリームのための空間レイヤ選択基準、またはそれらの組合せのうちのいずれか
を備える、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記送信ストラテジーの各々は、プリコーディング行列、前記ＵＥへのデータストリー
ムのための空間レイヤの第１のセット、少なくとも１つの他のＵＥへのデータストリーム
のための空間レイヤの第２のセット、該当チャネル品質を達成するために干渉消去が適用
されるかどうか、電力分割、またはそれらの組合せのうちのいずれかを備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ１６］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのための送信ストラテジーの測定セ
ットを決定するための手段と、
　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記非直交チャネルを介した前記Ｕ
Ｅへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定するための手段と、
　送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットについてチャネル品質のインジケータ
を備えるチャネルフィードバック報告を送るための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１７］
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートの割合に基いて、最小
データレートしきい値を決定するための手段と、
　前記最小データレートしきい値に少なくとも一部基いて、前記測定セットの前記サブセ
ットを決定するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記測定セットのうちの所定数Ｍの前記送信ストラテジーと、報告選択基準とに少なく
とも一部基いて、前記測定セットの前記サブセットを決定するための手段をさらに備える
、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）、または基地局から
受信された選択モードに少なくとも一部基いて、前記報告選択基準を識別するための手段
をさらに備える、Ｃ１８に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記報告選択基準が、ランダム選択基準または連続選択基準のうちの１つを備える、Ｃ
１８に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記ランダム選択基準が、最小データレートしきい値と最大データレートしきい値とを
備える、Ｃ２０に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートを決定するための手段
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と、
　前記最大データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートに設定するため
の手段と、
　前記最小データレートしきい値を前記最高シングルユーザデータレートの割合に設定す
るための手段と
　をさらに備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記チャネルフィードバック報告が、予め定義された順序での送信ストラテジー空間の
該当送信ストラテジーのための前記チャネル品質の前記インジケータを備える、Ｃ１６に
記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記チャネルフィードバック報告を送ることより前に、前記送信ストラテジー空間の前
記予め定義された順序を基地局と通信するための手段をさらに備える、Ｃ２３に記載の装
置。
［Ｃ２５］
　前記チャネルフィードバック報告が、前記測定セットの前記サブセットについて前記チ
ャネル品質の前記インジケータの各々に関連する該当送信ストラテジーのインジケータを
備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２６］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、前記メモリに記憶された命令とを備え、
前記命令が、
　　非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのための送信ストラテジーの測定
セットを決定することと、
　　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記非直交チャネルを介した前記
ＵＥへのダウンリンク送信のためのチャネル品質を推定することと、
　　送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットについて前記チャネル品質のインジ
ケータを備えるチャネルフィードバック報告を送ることと
　を行うために前記プロセッサによって実行可能である、装置。
［Ｃ２７］
　前記命令が、前記プロセッサに、
　前記ダウンリンク送信のための最高シングルユーザデータレートの割合に基いて、最小
データレートしきい値を決定することと、
　前記最小データレートしきい値に少なくとも一部基いて、前記測定セットの前記サブセ
ットを決定することと
　を行わせるように動作可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記命令が、前記プロセッサに、
　前記測定セットのうちの所定数Ｍの前記送信ストラテジーと、報告選択基準とに少なく
とも一部基いて、前記測定セットの前記サブセットを決定することを行わせるように動作
可能である、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記命令が、前記プロセッサに、
　前記非直交チャネルのフィルタ処理された信号対雑音比（ＳＮＲ）、または基地局から
受信された選択モードに少なくとも一部基いて、前記報告選択基準を識別することを行わ
せるように動作可能である、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ユーザ機器（ＵＥ）によるワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュ
ータ可読媒体であって、前記コードが、
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　非直交チャネルについてのチャネルフィードバックのための送信ストラテジーの測定セ
ットを決定することと、
　前記測定セットの該当送信ストラテジーに対応する前記ＵＥへのダウンリンク送信のた
めのチャネル品質を推定することと、
　送信ストラテジーの前記測定セットのサブセットについてチャネル品質のインジケータ
を備えるチャネルフィードバック報告を送ることと
　を行うためにプロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読
媒体。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】



(35) JP 6495445 B2 2019.4.3

【図２】 【図３】

【図４】 【図５】



(36) JP 6495445 B2 2019.4.3

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７】

【図８Ａ】

【図８Ｂ】

【図９】



(37) JP 6495445 B2 2019.4.3

【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】



(38) JP 6495445 B2 2019.4.3

【図１４】 【図１５】



(39) JP 6495445 B2 2019.4.3

10

20

30

フロントページの続き

(72)発明者  スン、ジン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ルオ、タオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  シュ、ハオ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  ウェイ、ヨンビン
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５
(72)発明者  マラディ、ダーガ・プラサド
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州　９２１２１－１７１４、サン・ディエゴ、モアハウス・ドラ
            イブ　５７７５

    審査官  太田　龍一

(56)参考文献  特開２０１４－１５４９６２（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２０１３／１１６９８７（ＷＯ，Ａ１）　　
              BENJEBBOUR ANASS et al，CONCEPT AND PRACTICAL CONSIDERATIONS OF NON-ORTHOGONAL MULTIPL
              E ACCESS (NOMA) FOR FUTURE RADIO ACCESS，2013 INTERNATIONAL SYMPOSIUM ON INTELLIGENT S
              IGNAL PROCESSING AND COMMUNICATION SYSTEMS，IEEE，２０１３年１１月１２日，PAGE(S):770 
              - 774，ＵＲＬ，http://dx.doi.org/10.1109/ISPACS.2013.6704653

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／０２－７／１２　
              Ｈ０４Ｊ　　９９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

